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一
特
定
物
に
関
す
る
物
権
の
設
定
ま
た
は
移
転
を
目
的
と
す
る
契
約
以
外
の
双
務
契
約
に
お
け
る
危
険
負
担
(
五
三
六
条
一
項
)

二
賃
貸
借
契
約

三

労

働

契

約

四
請
負
契
約

五
委
任
契
約

六

運

送

契

約

第

四

節

小

括

第
二
章
コ
ラ
!
の
債
務
者
主
義
(
ド
民
三
二
三
条
一
項
)
批
判

第
一
節
ド
イ
ツ
民
法
三
一
一
一
一
一
条
一
項

第
二
節
給
付
不
能
を
要
件
と
す
る
リ
ス
ク
分
配
(
河

E
-
8
5
2
2一
口
口
問
)
の
問
題
点

一
ド
民
三
二
三
条
一
項
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

二
リ
ス
ク
分
配
の
実
質
的
な
観
点
か
ら
の
考
察

三
実
質
的
に
公
平
な
リ
ス
ク
分
配
と
社
会
生
活
上
の
安
全
(
〈
巾
込
巾
『
「
回
目
見

F
q
Z芹
)
及
び
法
的
安
定
性
と
の
不
一
致

第
三
節
費
用
増
加
リ
ス
ク
の
分
配
に
関
す
る
問
題
点

第

四

節

小

括

第
三
章
ド
イ
ツ
の
リ
ス
ク
分
配
に
関
す
る
学
説
・
判
例
と
そ
れ
ら
の
問
題
点

第
一
節
心
理
学
的
基
礎
(
官
三

Z
Z包
凶
円

Z
C『
口
口
三
田
岡
市
)
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

一
従
来
の
学
説
・
判
例
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

二
エ
ル
ト
マ
ン

(E己
目
。

2
5
gロ
)
の
行
為
基
礎
論

三
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
リ
ン
プ
ラ
l

(
巧
包
芯
「

pug-ι
仲

間

α目
立
巾
「
)
の
見
解

第
二
節
規
範
的
基
準
の
補
足
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

一
計
画
フ
ァ
ク
タ
ー
の
「
認
識
可
能
性
信
兵

2
5
R
Z
Z
)
」
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

二
誤
っ
た
表
象
の
「
共
通
性

(
C
2
5口
忠
田
宮
芹
)
」
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
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の
禁
止
」
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

三
「
矛
盾
行
為

(43『
:
S
5町
民
吉
昌
司
『
O
百
三
ロ
ヨ
)

四
給
付
及
び
反
対
給
付
の
均
衡
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

(
一
)
「
約
束
の
意
味

(ι
巾
円
臼
ロ
ロ

ι
2
〈
え
毛
足
各
市
口
)
」
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

(
二
)
「
契
約
の
解
釈
」
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

(
三
)
「
誠
実
な
考
え
方
々

E
Z
Z
Pロ
zgm)」
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

(
四
)
「
重
大
な
等
価
性
障
害

(
E
:円『垣市『
?
E
E〈由一
gN臼

g
「
己
口
問
)
」
仁
よ
る
リ
ス
ク
分
配

(
五
)
包
括
的
な
利
益
衡
量
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

第
三
節
リ
ス
ク
考
察
に
基
づ
く
リ
ス
ク
分
配

一
「
犠
牲
の
限
界
(
己
Z

O
又
旬
間
「

ENm)
」
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

二
「
有
責
性
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
(
〈
巾
ヨ
ユ
己
含
ロ
印
即
耳
目
包
間
巾
河

E
E
N
E『
巾
円
吉
己
口
問
)

三
「
影
響
(
〉

5
5「
E
Z
)」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

四
「
源
泉
(
己
『
印
有
ロ
ロ
間
)
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

五
「
誘
因
(
〈

R
E
-白
印
印
巴
口
問
)
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

第
四
節
小
括

第
四
章
コ
ラ
l
の
リ
ス
ク
分
配
シ
ス
テ
ム

第
一
節
三
つ
の
リ
ス
ク
分
配
基
準

第
二
節
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準

(
U
白
印
可
コ
ロ
N
G
与
寄
与
官
官
官
三
∞

n
E
S
)

一
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
の
内
容

二
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
負
担
者

三
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
の
適
用
範
囲

第
三
節
寸
吸
収
」
基
準

(
u
g
〉
5
2
Z
2
4コロ
N6)

一
「
吸
収
」
基
準
の
内
容

二
「
吸
収
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
負
担
者

(
以
上
、
必
巻
5
号
)
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三
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
と
「
吸
収
」
基
準
と
の
関
係

四
「
吸
収
」
基
準
の
適
用
範
囲

第
四
節
「
分
業
に
よ
る
誘
因
」
基
準
(
0
2
-
4
5
N
J
島
市
「
白
「
σ巳
Z
Z三
宮
口
〈
巾
『
出
口
}
白
師
団
口
口
町
)

一
「
分
業
に
よ
る
誘
因
」
基
準
の
内
容
、
リ
ス
ク
負
担
者
及
び
適
用
範
囲

第

五

節

小

括

第
五
章
コ
ラ
l
の
リ
ス
ク
分
配

第
一
節
コ
ラ
I
の
具
体
的
な
リ
ス
ク
分
配

一
具
体
的
な
事
案
に
お
け
る
リ
ス
ク
分
配

二
社
会
政
策
的
保
護
目
的
が
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
交
換
契
約

(
二
将
来
の
障
害
に
よ
る
計
算
外
費
用
の
負
担

(
二
)
現
在
の
障
害
に
よ
る
計
算
外
費
用
の
負
担

(
三
)
主
た
る
目
的
障
害
及
び
副
次
的
目
的
障
害
に
関
す
る
リ
ス
ク
分
配

(
ア
)
主
た
る
目
的
障
害
に
関
す
る
リ
ス
ク
分
配

(
イ
)
副
次
的
目
的
障
害
に
関
す
る
リ
ス
ク
分
配

三
社
会
政
策
的
保
護
目
的
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
交
換
契
約

第
二
節
コ
ラ
l
の
リ
ス
ク
分
配
シ
ス
テ
ム
の
検
討

第
六
章
日
本
法
の
考
察

第
一
節
目
本
法
に
お
け
る
リ
ス
ク
分
配
の
実
質
的
な
公
平

一

コ

ラ

l
の
分
析
視
角
を
通
し
て

二
五
三
六
条
一
項
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
の
公
平

三
五
三
四
条
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
の
公
平

第
二
節
今
後
の
課
題
ま
と
め
に
代
え
て

l

一
金
銭
給
付
と
物
給
付
・
行
為
給
付
と
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察
の
必
要
性
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五四三二

牽
連
関
係
に
関
し
て

債
権
者
主
義
に
隠
し
て

債
権
者
主
義
の
適
用
範
囲
の
制
限
に
関
し
て

結
語

第
四
章

コ
ラ

l
の
リ
ス
ク
分
配
シ
ス
テ
ム

第
一
節

三
つ
の
リ
ス
ク
分
配
基
準

危険負担の再検討 (2・完)

前
章
ま
で
、
ド
民
三
二
三
条
一
項
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
の
問
題
点
及
び

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
提
唱
さ
れ
た
諸
基
準
を
概
観
し
て
き
た
。
コ

ラ
ー
は
そ
れ
ら
の
基
準
で
は
適
切
な
リ
ス
ク
分
配
を
達
成
で
き
な
い
と
批

判
し
、
従
来
の
学
説
・
判
例
を
も
と
に
し
て
、
自
己
の
リ
ス
ク
分
配
シ
ス

テ
ム
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
際
、
彼
は
重
要
な
い
く
つ
か
の
点
を

指
摘
す
る

(ω
・
J3円
)
。
ま
ず
、
法
的
安
定
性
及
び
社
会
生
活
上
の
安
全
の

要
請
を
み
た
し
な
が
ら
、
実
質
的
に
公
平
な
リ
ス
ク
分
配
シ
ス
テ
ム
を
形

成
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
分
配
シ
ス

テ
ム
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
リ
ス
ク
分
配
が
で
き
る
だ
け
少

な
い
基
準
で
な
さ
れ
る
と
き
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う

な
基
準
は
、
適
用
範
囲
が
本
質
的
に
そ
の
基
準
の
機
能
か
ら
画
定
さ
れ
る

(
1
)
 

基
準
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
要
請
を
み
た

す
リ
ス
ク
分
配
基
準
が
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
(
白
宮
可
各
丹
市

F
Zミ∞円
5
R
E円
)
」
基
準
、
「
吸
収
(
〉

Z
O『
Z
S
)
L
基
準
及
び
「
分

(2) 

業
に
よ
る
誘
因
(
白
号

2
5
2
2
%〈

巾

『

g-白帥印
E
開
)
」
基
準
で
あ
る
と
い
う
。

本
章
で
は
こ
れ
ら
の
基
準
の
内
容
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
負
担

者
及
び
こ
れ
ら
の
基
準
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
彼
の
見
解
を
概
観
す
る
。

「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準

(
U
S
司
コ
ロ

N
G
ち
2
2
E
R

∞
巾
『
凸
「
『
印
円

F
F
E『
}
内
包
円
)

第

節

一
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
の
内
容

「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
は
コ
ラ
!
の
リ
ス
ク
分
配
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
占
め
る
。
こ
の
基
準
は
、
リ
ス
ク
を
、
そ
れ
が

北法48(6・219)1525
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生
ず
る
ま
た
は
ま
ず
初
め
に
現
実
化
す
る
領
域
の
当
事
者
に
負
担
さ
せ
る

(ω
・
叶
∞
民
)
。

コ
ラ
l
は
、
こ
の
基
準
の
内
容
は
交
換
市
場
に
お
け
る
競
争
を
考
慮
す

る
場
合
に
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
。
ま
ず
、
彼
は
市
場
に
お
け
る
競
争
の

役
割
を
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
交
換
市
場
に
お
け
る
競
争
は

経
済
力
を
結
び
つ
け

(FFES)
、
自
由
な
発
展
を
各
交
換
当
事
者
に
保

障
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
発
明
品
の
開
発
及
び
市
場
参
加
者
に
乏
し
い
手

段
を
で
き
る
だ
け
効
率
的
に
投
入
さ
せ
る
こ
と
に
も
役
立
つ
と
い
う
。
も

っ
と
も
、
彼
は
、
こ
の
こ
と
は
単
に
競
争
だ
け
に
委
ね
て
お
い
て
も
実
現

さ
れ
な
い
と
い
う
。
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
た
め
に
は
、
法
制
度
に
よ
る
補

充
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
市
場
に
お
け
る
競
争
を
法
規
範
で
補
充
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
資
源
の
最
大
の
分
配
及
び
技
術
的
か
つ
組
織
的
進
歩
を

促
進
す
る
刺
激
が
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
競
争
を
補
充
す

る
た
め
の
任
意
規
範
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
そ
の
た
め
の
規
範
が
「
抽
象

的
支
配
可
能
性
」
基
準
で
あ
る
と
い
う
。
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準

が
市
場
に
お
け
る
競
争
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
契
約
の
実
現
と
結

び
つ
い
た
リ
ス
ク
を
、
最
も
よ
く
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
当
事
者

に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
リ
ス
ク
を
最
も
よ
く
防
止
す

(
3
)
 

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
コ
ラ

i
は
、
通
常
、
損
害
防
止
は
二
つ
の
異
な
る
基
準
で

な
さ
れ
る
と
い
う

(ω3と
。
つ
ま
り
、
「
具
体
的
支
配
可
能
性
(
宮
口
町
内
門
司

F
Zミ
月
5
R
r
m同
庁
)
」
基
準
及
び
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
(
伊
宮
可
申
宮
内

田町
F
2
3与
Z
『
吉
見
)
」
基
準
で
あ
る
。

(
4
)
 

「
具
体
的
支
配
可
能
性
」
基
準
は
、
二
疋
の
評
価
を
も
と
に
し
て
、
防

止
措
置
が
不
十
分
な
と
き
に
、
リ
ス
ク
負
担
者
が
そ
の
た
め
に
生
ず
る
結

果
を
回
避
す
る
た
め
に
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
担
の
程
度
を
定
め
る

と
い
う
。
そ
し
て
、
コ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
基
準
は
客
観
的
過
失
基
準

を
意
味
す
る
。
も
っ
と
も
、
コ
ラ
l
は
、
支
配
可
能
性
基
準
が
損
害
を
防

北法48(6・220)1526

止
す
る
た
め
の
自
動
制
御
シ
ス
テ
ム
(
田
町
一
σ三
匁

2
2
z
g
ω
3
Z
S
)
と

し
て
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
損
害
防
止
の
基
準
と
し
て

(
5
)
 

「
具
体
的
支
配
可
能
性
」
基
準
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
は
自
動
制
御
シ
ス
テ

ム
と
し
て
形
成
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
負
担
者
は
、

リ
ス
ク
防
止
の
た
め
に
必
要
な
費
用
が
、
予
期
さ
れ
る
不
利
益
よ
り
も
低

く
な
る
よ
う
に
抑
え
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
リ
ス
ク
負
担
者
は
知
何
な

る
範
囲
に
お
い
て
リ
ス
ク
を
防
止
す
る
た
め
の
努
力
を
な
す
か
(
た
と
え

ば
、
リ
ス
ク
防
止
措
置
を
講
じ
る
)
、
ま
た
は
リ
ス
ク
か
ら
生
ず
る
不
利

益
を
我
慢
(
負
担
)
す
る
か
(
た
と
え
ば
、
損
害
賠
償
を
す
る
)
を
判
断

す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
リ
ス
ク
負
担
者
は
契
約
締
結
の
際
に
自
己
の
主
観
的
等
価
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性
の
判
断
に
自
己
の
不
利
益
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
務
者
が
リ

ス
ク
を
負
担
し
、
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
防
止
す
る
と
収
益
が
な
く
な
る

と
き
は
、
債
務
者
は
そ
の
リ
ス
ク
を
防
止
す
る
た
め
に
よ
り
高
い
対
価
を

請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
コ
ラ
l
は
、
こ
の
こ
と
は
債
権

者
の
需
要
の
充
足
を
断
念
さ
せ
る
か
、
ま
た
は
よ
り
安
い
代
替
商
品

(
∞
与
え

E
5
5官
Z
「
)
に
よ
っ
て
自
己
の
需
要
を
充
足
す
る
誘
因
に
な

(6) 

る
と
い
う
。
ま
た
、
債
権
者
が
他
の
商
品
で
は
自
己
の
需
要
を
充
足
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
で
も
、
支
配
(
リ
ス
ク
防
止
)
能
力
は
利
益
獲
得

の
機
会
(
の

2
5
5
E宮
内
)
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
ま
だ
伝
統
的
技

術
で
満
足
す
る
競
争
相
手
に
対
し
て
生
産
コ
ス
ト
の
点
で
有
利
な
立
場
に

置
く
(
司
『

G
E
E
C
E吉田丹市口〈
D『
豆
}
)
の
で
、
市
場
に
お
け
る
競
争
の
圧

力
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
能
力
が
活
用
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と

(
7
)
 

い
う
。
そ
れ
故
、
リ
ス
ク
負
担
者
は
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
に

よ
る
リ
ス
ク
分
配
に
よ
っ
て
常
に
給
付
ま
た
は
目
的
物
の
利
用
を
危
殆
化

す
る
リ
ス
ク
を
防
止
す
る
方
法
を
改
善
し
、
そ
の
方
法
を
よ
り
容
易
に
か

っ
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
発
展
さ
せ
、
か
っ
、
よ
り
効
率
的
な
新

た
な
防
止
措
置
を
考
案
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
彼
は
、
そ
れ

に
よ
っ
て
生
ず
る
生
産
コ
ス
ト
の
優
位
(
弓
邑

=
E
D
E
E
2
2
g
g司「口口町)

は
模
倣
競
争
(
同
ロ
ニ

g
t
o
g耳
巾

g
u
g巾
号
)
を
作
り
出
す
と
し
、
そ
の
競

争
は
リ
ス
ク
支
配
に
お
い
て
技
術
的
か
つ
組
織
的
に
同
一
の
状
況
に
達
す

る
た
め
に
、
競
争
す
る
リ
ス
ク
負
担
者
が
、
自
己
が
な
す
こ
と
の
で
き
る

す
べ
て
の
こ
と
を
な
す
と
い
う
こ
と
を
も
た
ら
す
と
い
う
。

次
に
、
コ
ラ
l
は
、
寡
占
市
場
ま
た
は
独
占
市
場
に
お
け
る
「
抽
象
的

支
配
可
能
性
」
基
準
の
役
割
を
問
題
と
す
る
お
∞

γ
∞
ω)
。
そ
こ
に
お

い
て
競
争
の
圧
力
は
比
較
的
少
な
い
の
で
、
交
換
市
場
に
お
け
る
競
争
と

結
び
つ
い
て
機
能
す
る
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
の
リ
ス
ク
防
止
機

能
が
働
く
か
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

彼
は
こ
の
点
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
寡
占
市

場
に
お
い
て
、
寡
占
者
は
、
価
格
硬
直
の
た
め
に
、
リ
ス
ク
を
よ
り
よ
く

支
配
す
る
こ
と
の
で
き
る
競
争
相
手
へ
顧
客
が
す
ぐ
に
移
動
す
る
こ
と
を

危
慎
し
な
い
と
き
で
も
、
起
こ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
価
格
競
争
に
備
え
、

ま
た
は
他
の
競
争
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
競
争
の
余
地
を
大
き
く
す
る
た
め

(8) 

に
で
き
る
だ
け
収
益
の
あ
る
生
産
に
努
力
す
る
と
い
う
。
そ
れ
故
、
彼
は
、

寡
占
市
場
に
お
い
て
リ
ス
ク
を
最
も
よ
く
防
止
す
る
た
め
の
刺
激
は
失
わ

れ
ず
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
の
リ
ス
ク
防
止
機
能
は
失
わ
れ
な

い
ト
」
い
w

つ。

n
，，
 っ“

F
h
d
 

こ
れ
に
対
し
て
、
独
占
市
場
に
関
し
て
は
さ
ら
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
。
川'EA

 

つ
ω

つμP
O
 

。onq
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4
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独
占
市
場
に
お
い
て
は
、
通
常
、
競
争
は
生
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か

し
、
彼
は
独
占
者
で
あ
っ
て
も
い
つ
で
も
自
己
に
ふ
り
か
か
る
不
利
益
を

簡
単
に
は
防
止
で
き
な
い
と
い
う
。
債
権
者
が
他
の
商
品
で
自
己
の
需
要
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を
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
上
昇
し
た
価
格
分
だ
け
商
品
が
売

れ
な
く
な
る
た
め
に
、
独
占
者
は
一
定
の
利
益
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
お
∞
同
)
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
損
失
は
、
独

占
に
よ
っ
て
上
昇
し
た
価
格
に
よ
っ
て
も
填
補
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い

か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
コ
ラ

l
は
、
こ
の
不
利
益
が
個
々
の
事
案
に

お
い
て
独
占
者
に
と
っ
て
最
大
の
リ
ス
ク
防
止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
へ
の

誘
因
と
な
る
た
め
に
十
分
で
あ
る
か
否
か
を
未
解
決
の
ま
ま
に
す
る
。
純

粋
な
独
占
は
あ
ま
り
頻
繁
に
み
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
彼
は
、

「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
を

最
も
よ
く
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
命
題
の
一
般
的
な
適
切
さ

を
、
独
占
は
動
揺
さ
せ
な
い
と
い
う
。

も
っ
と
も
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
の
リ
ス
ク
防
止
効
果
に
関

し
て
反
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
ヴ
ア
イ
ヤ

1
ス
(
国
即
日

F
g
巧
ミ
常
的
)
は
、
人
間
は
た
え
ず
合
目
的
的
に
行
動
す
る
わ
け
で
は

(
9
)
 

な
い
と
い
う
。
そ
れ
故
、
彼
は
、
人
間
が
経
済
的
に
自
己
の
行
動
の
効
率

を
最
大
に
高
め
る
と
い
う
こ
と
も
、
必
ず
し
も
言
え
な
い
と
批
判
す
る
。

し
か
し
、
ヴ
ァ
イ
ヤ
l
ス
自
身
も
、
合
目
的
的
な
行
動
は
企
業
に
関
し

(m) 

て
は
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
企
業
は
合
目
的
的
に
組
織
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
通
常
で
き
る
だ
け
防
止
で
き
る
不
利
益
を
排
除
す
る
こ
と
に
努
力
す

る
か
ら
で
あ
る
。

最
終
消
費
者

(
Z
E
Z『
σ
3
5
F
q
)
が
契
約
当
事
者
で
あ
る
と
き
は
、

コ
ラ

l
自
身
も
、
防
止
効
果
は
疑
わ
し
い
と
い
う
。
消
費
者
は
、
リ
ス
ク

の
蓋
然
性
を
考
慮
す
る
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、
情
報
の
程
度
や
考
え
う

(
日
)

る
防
止
措
置
の
程
度
が
低
い
か
ら
で
あ
る

(ω
∞
N
)

。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
観
点
を
考
慮
し
て
リ
ス
ク
が
具
体
的
な
個
々
の
事
案
に
お
い
て
実
際

に
防
止
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
分
配
を
行
お
う
と
す
る
見
解
を
コ

ラ
l
は
批
判
す
る
お
∞
N
)

。
と
い
う
の
は
、
リ
ス
ク
が
実
際
に
防
止
さ

れ
る
か
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
分
配
を
行
う
こ
と
よ
り
も
、
相
手
方
の
リ
ス
ク

防
止
へ
の
信
頼
が
保
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
ポ

ズ
ナ
1

(百円

E
E
〉

-HV25円
)
は
、
そ
れ
が
リ
ス
ク
防
止
に
役
立
つ
こ

と
を
認
め
る
反
面
、
契
約
相
手
方
が
よ
り
少
な
い
費
用
で
リ
ス
ク
を
防
止

で
き
る
場
合
に
も
、
こ
の
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
負
担
者
が
リ
ス
ク
を
負
担

(ロ)

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
批
判
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ラ

l
は、

有
責
性
の
有
無
に
か
か
わ
ら
な
い
リ
ス
ク
分
配
は
、
契
約
相
手
方
が
有
責

性
な
し
に
行
為
し
た
、
す
な
わ
ち
、
相
手
方
が
損
害
を
よ
り
少
な
い
費
用

で
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
留
保
付
き
で
な
さ
れ
る
と
い

、つ

(ω

∞ω)
。

北法48(6・222)1528

以
上
の
こ
と
か
ら
、
彼
は
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
に
よ
る
リ

ス
ク
分
配
が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
防
止
の
最
大
化
と
い
う
利
益
を
捨
て
て
ま



で
、
「
具
体
的
支
配
可
能
性
」
基
準
を
援
用
す
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
な

い
と
い
、
っ
。

危険負担の再検討(2・完)

「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
負
担
者

次
に
、
コ
ラ

1
は
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
負
担

者
の
問
題
に
関
し
て
述
べ
る
。
ま
ず
彼
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
カ
ラ
ブ

(
日
)

レ
イ
ジ
(
の
巴
E
C
の
色
白
σ
5
2
)
の
議
論
を
持
ち
出
す
。
す
な
わ
ち
、
船
舶

所
有
者
が
船
舶
を
契
約
通
り
に
係
留
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
激
し
い
嵐

の
た
め
に
ド
ッ
ク
で
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
う
と
き
は
、
ド

ッ
ク
の
使
用
料
は
下
が
る
と
い
う
。
ま
た
、
ド
ッ
ク
の
所
有
者
が
責
任
を

負
担
す
る
と
き
は
、
ド
ッ
ク
の
使
用
料
は
上
が
る
と
い
う
。
い
ず
れ
の
場

合
に
も
、
契
約
当
事
者
が
最
終
的
に
ど
の
程
度
損
失
を
負
担
す
る
か
は
、

相
手
方
が
ど
の
程
度
容
易
に
よ
り
安
価
な
代
替
的
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
依
る
と
い
う
。
も
し
そ
の
損
失
を
船
舶
所
有

者
が
負
担
す
る
な
ら
ば
、
船
舶
所
有
者
は
、
そ
の
損
失
を
負
担
し
て
も
他

の
ド
ッ
ク
を
利
用
す
る
場
合
と
同
じ
位
安
価
に
な
る
よ
う
に
、
危
険
な
ド

ッ
ク
の
所
有
者
が
価
格
を
下
げ
る
ま
で
、
ま
た
は
十
分
に
安
全
な
措
置
を

講
じ
る
ま
で
、
よ
り
安
全
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
ド
ッ
ク
を
利
用
し
よ
う

と
す
る
と
い
う
。
反
対
に
、
ド
ッ
ク
所
有
者
が
最
初
に
そ
の
損
失
を
負
担

す
る
な
ら
ば
、
ド
ッ
ク
所
有
者
は
、
よ
り
安
全
な
措
置
を
講
ず
る
よ
り
も

事
故
の
結
果
を
負
担
す
る
方
が
よ
り
安
価
と
な
る
ま
で
、
防
止
措
置
を
講

じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
損
失
を
軽
減
す
る
こ
と
に
努
力
し
、
ま
た
、
ド
ッ
ク

所
有
者
は
、
事
故
費
用
と
防
止
措
置
の
費
用
が
極
め
て
高
額
な
も
の
と
な

り
、
そ
の
結
果
、
船
舶
所
有
者
に
と
っ
て
他
の
ド
ッ
ク
を
利
用
し
た
方
が

よ
り
安
価
と
な
る
ま
で
、
そ
れ
ら
の
費
用
を
船
舶
所
有
者
に
負
担
さ
せ
る

と
い
、
っ
。

そ
し
て
、
ヵ
ラ
プ
レ
イ
ジ
は
、
結
論
と
し
て
市
場
に
お
け
る
リ
ス
ク
防

止
の
最
も
安
価
な
か
っ
最
も
効
率
的
な
方
法
が
捜
し
出
さ
れ
、
い
ず
れ
の

当
事
者
が
最
初
に
責
任
を
負
担
す
る
と
し
て
も
、
最
も
よ
く
リ
ス
ク
が
防

止
さ
れ
る
た
め
の
費
用
及
び
事
故
の
結
果
は
、
常
に
同
じ
割
合
で
当
事
者

間
で
分
配
さ
れ
る
と
い
う
。

コ
ラ

1
は
、
ヵ
ラ
プ
レ
イ
ジ
の
見
解
が
理
論
的
に
適
切
で
あ
る
こ
と
を

認
め
な
が
ら
も
以
下
の
点
を
指
摘
す
る

(ω
∞
印
民
)
。
す
な
わ
ち
、
契
約

当
事
者
は
第
三
者
に
リ
ス
ク
を
転
嫁
す
る
能
力
を
同
等
に
有
す
る
わ
け
で

は
な
く
、
ま
た
、
契
約
締
結
に
お
い
て
た
え
ず
情
報
を
入
手
す
る
能
力
を

(M) 

同
等
に
有
す
る
わ
け
で
も
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
最
も
よ
く
リ
ス
ク
が

防
止
さ
れ
る
た
め
に
は
、
契
約
当
事
者
が
自
由
に
利
用
で
き
る
情
報
を
で

き
る
だ
け
早
く
か
っ
十
分
に
リ
ス
ク
防
止
措
置
の
収
益
の
判
断
に
換
え
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
故
、
彼
は
、
よ
り
よ
い
情
報
収
集
能

力
を
有
し
、
そ
れ
故
、
よ
り
早
く
か
っ
正
確
に
交
換
過
程
及
び
需
要
充
足

北法48(6・223)1529
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過
程
と
結
び
つ
い
た
リ
ス
ク
に
反
応
で
き
る
当
事
者
が
リ
ス
ク
を
負
担
す

(
日
)

る
の
が
適
切
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
、

各
当
事
者
は
、
自
己
の
領
域
か
ら
生
ず
る
リ
ス
ク
の
蓋
然
性
を
最
も
よ
く

予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
、
中
立
の
領
域
か
ら
生
ず
る
リ

ス
ク
は
、
通
常
、
そ
れ
が
実
現
化
す
る
領
域
の
当
事
者
が
最
も
よ
く
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
そ
の
当
事
者
は
直
接
そ
の
リ
ス
ク
に
さ
ら

さ
れ
、
か
っ
そ
の
潜
在
的
結
果
も
よ
り
よ
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
彼
は
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
分

配
は
、
決
し
て
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
そ
れ
を
よ
り
よ
く
支
配
で
き
る
契
約

当
事
者
が
た
え
ず
障
害
の
全
部
の
結
果
を
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
と
い
う
お
・
∞
ご
。
す
な
わ
ち
、
障
害
が
契
約
両
当
事
者
に
と
っ

て
近
づ
き
う
る

(
E也
z
r
F
)
領
域
に
あ
る
事
案
に
お
い
て
は
、
「
支

配
可
能
性
の
優
位
(
切
巾

F
q
g
n
F
Z品
2
2
2名
E
Z
)
」
と
い
う
概
念
が

用
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
の
優
位
」
は
、
当
事
者

の
一
方
が
独
占
的
に
支
配
可
能
性
を
有
す
る
場
合
の
リ
ス
ク
負
担
よ
り
も
、

少
な
い
リ
ス
ク
負
担
を
正
当
化
す
る
と
い
う
。

「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
の
適
用
範
囲

コ
ラ

l
は
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
が
リ
ス
ク
防
止
の
た
め
の

自
動
制
御
シ
ス
テ
ム
と
し
て
働
く
か
ぎ
り
、
障
害
を
惹
起
す
る
出
来
事
が

明
ら
か
に
支
配
不
可
能
で
あ
る
と
き
は
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準

に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
は
制
限
さ
れ
る
と
い
う

(ω
∞∞円
)
0

さ
ら
に
、
こ
の
他
の
場
合
に
も
、
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
負
担
者

に
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
を
無
制
限
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
を
制
限
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
。
将
来
生
ず
る
障
害
に
よ
る
損
害
は
、
た
え
ず
確
実
に

計
算
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
を
十
分
に
考
慮
し
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
重
大
な
損
害
が
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
リ

ス
ク
負
担
者
の
リ
ス
ク
の
蓋
然
性
及
び
程
度
の
予
測
の
能
力
が
顧
慮
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
リ
ス
ク
負
担
者
に
計
画
の
破
庇

の
蓋
然
性
及
び
そ
の
結
果
を
適
切
に
計
算
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
う
る
領

域
を
画
定
す
る
要
素
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
彼
は
、
そ
れ
を
画
定
す
る

の
は
、
障
害
の
「
予
見
不
可
能
性
(
口
口

g
「
Z
Z巾
F
E『
rE)」
で
あ
る

(
日
)

と
い
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
に
、
支
配
可
能
性
の
「
抽
象
性
」
と
の

関
係
が
問
題
と
な
る
。
彼
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
支
配
可
能
性
の
「
抽

象
性
」
は
そ
れ
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
と
い
う
。
す
べ
て
の
予
見
可
能

な
障
害
に
お
い
て
そ
の
防
止
に
必
要
な
費
用
が
結
果
と
相
当
な
関
係
に
あ

る
か
を
調
べ
る
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
予
見
可
能
な
障
害
に
お
い
て

リ
ス
ク
負
担
者
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
リ
ス
ク
防
止
の
た
め
に
ど
の
程
度

北法48(6・224)1530



の
防
止
措
置
が
収
益
が
あ
る
か
、
ま
た
は
損
害
を
負
担
す
る
こ
と
の
方
が

防
止
措
置
を
講
じ
る
よ
り
も
費
用
が
安
い
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
だ
け

で
あ
る
と
い
う
。

第
三
節

「
吸
収
」
基
準

(
c
g
h
r
g
o
G
C
O
B官
E
H仲

間
】
)

危険負担の再検討(2・完)

「
吸
収
」
基
準
の
内
容

コ
ラ
l
は
、
第
二
の
リ
ス
ク
分
配
基
準
と
し
て
「
吸
収
」
基
準
を
あ
げ

る
。
そ
し
て
、
彼
は
、
「
吸
収
」
基
準
は
予
期
し
な
か
っ
た
障
害
か
ら
生

ず
る
結
果
を
受
け
止
め
、
か
つ
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
契
約
当
事
者
の
能
力

(
げ
)

に
結
び
つ
け
て
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
(
∞
∞
宏
之
。
特
に
、
そ

れ
は
、
リ
ス
ク
が
予
見
可
能
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
明
ら
か
に
支
配
さ
れ

な
い
と
き
に
役
立
つ
と
い
う
。
ま
た
、
彼
は
、
こ
の
基
準
も
競
争
秩
序
に

よ
る
資
源
の
効
率
的
な
分
配
と
い
う
目
標
か
ら
理
解
さ
れ
る
と
い
う
。

彼
は
、
望
ま
し
い

(
2
5
5
2目
的
)
経
済
は
、
よ
り
よ
く
リ
ス
ク
が
分

散
さ
れ
る
分
だ
け
い
っ
そ
う
達
成
さ
れ
る
と
い
う
(
印
・
∞
?
ゅ
。
)
。
そ
し
て
、

(
凶
)

こ
の
分
散
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
の
計
算
可
能
性
は
か
な
り
上
昇
す
る
と
い
う
。

ま
た
、
給
付
の
た
め
に
出
指
し
た
費
用
が
無
駄
に
な
る
場
合
で
あ
れ
、
費

用
増
加
ま
た
は
損
害
賠
償
の
場
合
で
あ
れ
、
経
済
的
統
一
体

(
t
さ
え
印
与
え
Z
2
5
g円
)
(
た
と
え
ば
、
企
業
)
の
存
在
を
動
揺
さ
せ
、

か
っ
そ
こ
に
お
い
て
生
ず
る
経
済
的
価
値
を
段
損
す
る
大
き
な
損
害
は
防

(
ゆ
)

止
さ
れ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
障
害
は
し
ば
し
ば
直
接
打
撃

を
受
け
る
当
事
者
の
も
と
で
注
目
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
彼
と
共
に
働
く

他
の
者
に
も
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
は
、
「
吸
収
」
基
準
は
「
経

済
的
弱
者
の
保
護
」
と
い
う
目
標
で
は
説
明
さ
れ
な
い
と
い
う
。
た
し
か

に
、
彼
は
、
リ
ス
ク
が
、
契
約
当
事
者
が
処
分
で
き
る
財
産
の
大
き
さ
に

よ
っ
て
、
つ
ま
り
、
「
十
分
な
資
力
(
己
町
名
℃
2
r
a
)
」
基
準
に
よ
っ
て

分
配
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
拠
は
、
「
吸
収
」
基
準
の
考
え
方
に

(
初
)

近
い
と
い
う
。
当
事
者
の
一
方
が
資
力
を
有
す
る
分
だ
け
、
そ
の
者
は
容

易
に
大
き
な
損
害
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

コ
ラ
l
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
同
じ
損
害
が
そ
も
そ
も
財
産
を
有
す
る

(
幻
)

当
事
者
に
と
っ
て
か
な
り
の
負
担
と
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

彼
は
、
資
力
を
有
す
る
当
事
者
が
そ
の
資
力
の
み
に
よ
っ
て
負
担
さ
せ
ら

れ
る
損
害
が
増
加
し
、
そ
の
た
め
全
体
と
し
て
「
貧
乏
人
(
〉
「
ヨ

E
)
」

(
忽
)

に
お
け
る
損
害
と
同
じ
意
味
を
も
つ
こ
と
が
あ
り
う
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、
コ
ラ
l
は
、
よ
り
資
力
を
有
す
る
当
事
者
が
よ
り
容
易
に
リ

ス
ク
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
で
も
、
財
産
は
問
題
に
な
ら
な

い
と
い
う
(
印
き
)
。
と
い
う
の
は
、
寸
吸
収
」
基
準
に
契
約
両
当
事
者
の

「
十
分
な
資
力
」
を
顧
慮
す
る
と
き
は
、
競
争
し
て
い
る
供
給
者
聞
に
お

い
て
、
そ
も
そ
も
よ
り
給
付
能
力
を
有
し
、
そ
れ
故
、
よ
り
大
き
な
シ
エ

北法48(6・225)1531
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ア
を
有
す
る
者
は
、
よ
り
小
さ
な
シ
ェ
ア
し
か
有
し
な
い
競
争
相
手
よ
り

も
大
き
な
負
担
を
計
算
し
、
か
つ
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
き
な
シ
ェ
ア
を
有
す
る
者
は
こ
の
大
き
な

負
担
を
価
格
に
転
嫁
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

し
か
し
、
彼
は
、
そ
れ
は
で
き
な
い
と
い
う
。
そ
の
供
給
者
は
契
約
相
手

方
の
財
産
状
況
に
よ
っ
て
価
格
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
供
給
者
が
す
べ
て
の
契
約
相
手

方
に
高
い
価
格
を
貫
徹
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
。
と
い
う
の
は
、

競
争
に
お
い
て
価
格
は
あ
ま
り
に
大
き
す
ぎ
る
シ
グ
ナ
ル
効
果

(
お
)

(ω
お

E-室
長
Em)
を
果
た
し
、
そ
れ
故
、
よ
り
大
き
な
シ
ェ
ア
を
有

す
る
者
は
、
需
要
者
が
リ
ス
ク
の
吸
収
を
軽
視
し
、
よ
り
安
い
価
格
の
供

給
者
へ
と
移
る
こ
と
を
危
倶
す
る
か
ら
で
あ
る
。

「
吸
収
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
負
担
者

コ
ラ

l
は
、
「
吸
収
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
負
担
者
は
、
原
則
と
し
て

最
も
組
織
的
な
リ
ス
ク
分
散
の
た
め
の
手
段
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
当

事
者
で
あ
る
と
い
う

(
ω
2
5
0
そ
れ
に
加
え
て
、
当
事
者
の
一
方
が

予
測
し
な
か
っ
た
出
来
事
の
利
益
及
び
不
利
益
を
調
整
す
る
た
め
、
二
疋

の
事
業
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
と
い
う
。
も

っ
と
も
、
リ
ス
ク
の
最
も
組
織
的
な
分
散
の
た
め
の
手
段
は
保
険
で
あ
る

(M) 

と
い
、
っ
。

そ
れ
故
、
彼
は
、
「
吸
収
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
負
担
者
は
、

最
も
少
な
い
費
用
で
リ
ス
ク
に
対
し
て
付
保
を
で
き
る
当
事
者
で
あ
る
と

い、っ。

北法48(6・226)1532

さ
ら
に
、
契
約
両
当
事
者
が
、
た
と
え
ば
、
目
的
物
の
滅
失
な
ど
の
リ

ス
ク
を
保
険
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
各
当
事
者

と
給
付
目
的
物
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
か
ら
リ
ス
ク
惹
起
の
蓋
然
性
の
高

い
当
事
者
が
、
通
常
、
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
「
吸
収
」
基
準
と
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
と
の
衝

突
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
リ
ス
ク
を
最
も
よ
く
防
止
で
き
る

措
置
を
講
じ
る
こ
と
へ
の
圧
力
も
減
少
し
な
い
と
い
う
。

さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
組
織
的
な
リ
ス
ク
分
配
の
可
能
性
が
な
く
、
契

約
当
事
者
が
自
己
の
予
備
金
(
河
口
円

E
E
Z口
問
)
で
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す

る
こ
と
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
リ
ス
ク
の
程
度
を
よ
り
確
実
に
評
価
し
、

よ
り
容
易
に
十
分
な
予
備
金
を
形
成
で
き
る
当
事
者
が
リ
ス
ク
を
負
担
す

る
と
い
、
っ
。

三
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
と
「
吸
収
」
基
準
と
の
関
係

「
吸
収
」
基
準
に
お
い
て
さ
ら
に
問
題
と
な
る
の
は
、
「
吸
収
」
基
準
と

「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
と
の
関
係
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
通
常
、

予
見
可
能
な
か
っ
防
止
で
き
る
リ
ス
ク
に
お
い
て
は
、
「
吸
収
」
基
準
及



危険負担の再検討 (2・完)

び
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
は
重
な
り
合
う
の
で
、
い
ず
れ
の
基
準

に
よ
っ
て
リ
ス
ク
負
担
者
が
決
定
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
の

で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
コ
ラ
l
は
、
通
常
、
両
基
準
は
パ
ラ
レ

ル
に
適
用
さ
れ
、
リ
ス
ク
は
同
じ
当
事
者
が
負
担
す
る
と
い
う

お
ま
12)。
し
か
し
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
及
び
「
吸
収
」

基
準
が
異
な
る
当
事
者
に
そ
れ
ぞ
れ
リ
ス
ク
を
分
配
す
る
こ
と
も
あ
り
う

る
と
い
う
。
コ
ラ
l
は
、
こ
の
場
合
に
、
通
常
、
最
も
よ
く
損
害
を
防
止

す
る
た
め
に
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
を
有
す
る
当
事
者
が
リ
ス
ク
を

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
リ
ス
ク
を
よ
り
よ
く

支

配

で

き

な

い

当

事

者

の

「

吸

収

可

能

性

の

優

位

(
〉
宮

2
E
C口凹〈
D
「
岳
「
己
口
問
)
」
が
か
な
り
大
き
く
、
か
つ
「
抽
象
的
支

配
可
能
性
」
基
準
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
を
よ
り
よ
く
防
止
す
る
こ
と
が
で
き

る
当
事
者
が
、
そ
の
他
の
リ
ス
ク
記
長
に
よ
る
と
免
責
さ
れ
る
と
き

は
、
「
吸
収
可
能
性
の
優
位
」
を
有
す
る
当
事
者
が
リ
ス
ク
を
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
一
こ
の
場
合
に
リ
ス
ク
の
ス
ム
ー
ズ
な
克
服
は
、

損
害
防
止
の
最
大
化
と
い
う
目
標
に
優
先
す
る
か
ら
で
あ
る
。

「
吸
収
L

基
準
の
適
用
範
囲

コ
ラ
l
は
、
「
吸
収
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
は
、
原
則
と
し
て
リ

ス
ク
が
予
見
不
可
能
な
場
合
に
は
制
限
さ
れ
る
と
い
う

(ω
・ω
印
)
。
さ
ら
に
、

四

交
換
契
約
と
結
び
つ
い
た
リ
ス
ク
が
個
々
の
契
約
ご
と
に
激
し
く
揺
れ
動

き
、
そ
れ
故
、
十
分
な
経
験
則
を
欠
く
た
め
に
リ
ス
ク
を
十
分
に
計
算
で

き
な
い
場
合
に
も
制
限
さ
れ
る
と
い
う
。

第
四
節

寸
分
業
に
よ
る
誘
因
」
基
準
吉
田
凶
司
江
口
N
G
ι
R
R
Z
Z
'

回
丹

2
2
m
mロ
〈
め
『
白
口
-
白
印
印
口
口
問
)

「
分
業
に
よ
る
誘
因
」
基
準
の
内
容
、
リ
ス
ク
負
担
者
及
び
適
用

範
囲こ

こ
ま
で
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
及
び
「
吸
収
」
基
準
を
概
観

し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
は
そ
れ
ぞ
れ
適
用
に
お
い
て
制

限
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
リ
ス
ク
が
予
見
不
可
能
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は

契
約
当
事
者
が
同
じ
支
配
可
能
性
及
び
吸
収
可
能
性
を
有
す
る
場
合
に
は
、

契
約
当
事
者
の
い
ず
れ
に
リ
ス
ク
が
分
配
さ
れ
る
の
か
は
、
こ
れ
ら
の
基

準
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
コ
ラ
ー
は
こ
の
問

題
に
直
面
し
て
、
補
足
的
な
リ
ス
ク
分
配
基
準
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
彼
は
、
そ
の
補
足
的
な
リ
ス
ク
分
配
基
準
と
は
、
「
分
業
に

よ
る
誘
因
」
基
準
(
以
下
で
は
単
に
「
誘
因
」
基
準
と
い
う
。
)
で
あ
る

と
い
う

(
ω
ψ

印ロ
)

0

「
誘
因
」
基
準
は
、
当
事
者
の
一
方
(
債
務
者
)
が

相
手
方
(
債
権
者
)
の
た
め
に
リ
ス
ク
を
冒
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
相
手

北法48(6・227)1533 
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方
(
債
権
者
)
が
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に

基
づ
く
と
い
う
。
こ
こ
で
、
彼
は
、
通
常
の
交
換
契
約
に
お
け
る
契
約
当

事
者
の
リ
ス
ク
負
担
の
態
様
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権

者
は
債
務
者
を
自
己
の
需
要
を
充
足
す
る
た
め
に
利
用
す
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
債
権
者
は
、
自
身
が
需
要
の
充
足
に
着
手
し
た
と
き
に
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
リ
ス
ク
を
、
債
務
者
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
と
え
ば
、
債
務
者
(
売
主
・
請
負
人
)
を
利
用
せ
ず
に
自
ら
商

品
を
調
達
し
よ
う
と
す
る
債
権
者
(
買
主
・
注
文
者
)
は
、
費
用
が
自
己

の
計
画
に
反
し
て
上
昇
す
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

(
お
)

ぃ
。
し
か
し
、
債
務
者
(
売
主
・
請
負
人
)
を
利
用
し
て
商
品
を
調
達
す

る
と
き
は
、
債
務
者
(
売
主
・
請
負
人
)
が
費
用
上
昇
の
リ
ス
ク
を
計
算

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
コ
ラ

l
は
、
「
誘
因
」
基
準
は
、
需

要
者
(
債
権
者
)
が
需
要
の
充
足
の
過
程
に
お
い
て
生
ず
る
リ
ス
ク
を
た

だ
ち
に
分
業
に
よ
っ
て
第
三
者
(
債
務
者
)
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

免
れ
る
(
転
嫁
す
る
)
こ
と
を
阻
止
す
る
と
い
う
。
そ
れ
故
、
取
疲
あ
る

計
画
の
リ
ス
ク
を
交
換
契
約
に
お
い
て
ま
ず
初
め
に
自
己
の
た
め
に
そ
の

よ
う
な
リ
ス
ク
を
冒
さ
せ
る
契
約
当
事
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
、
っ
。

致
しコ
てラ
た l
えは
ず
ぷ~ -， 

最苔
の「

票差
の平
A の

赴適
及思

長置
自員
及し
びて

議競
的争
進秩
歩序
のと
促ー

進
を
達
成
す
る
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
ま
た
は
「
吸
収
」
基
準
が

適
用
さ
れ
る
と
き
は
、
「
誘
因
」
基
準
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
。

北法48(6・228)1534

第
五
節

括

ド
民
三
二
三
条
一
項
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
の
修
正
に
関
し
て
、
コ
ラ
ー

は
、
自
己
の
リ
ス
ク
分
配
シ
ス
テ
ム
の
基
準
と
し
て
三
つ
の
基
準
を
あ
げ

る
。
す
な
わ
ち
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
、
「
吸
収
」
基
準
及
び
「
誘

因
」
基
準
で
あ
る
。

「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
は
、
市
場
に
お
け
る
競
争
を
法
規
範
に

よ
っ
て
補
充
す
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
あ
る
い
は
損
害
を
最
も
よ
く
防
止
す

る
た
め
の
刺
激
を
与
え
る
。
こ
の
刺
激
は
、
有
責
性
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
に
、
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
、
防
止
措
置
を
講
じ
て
リ
ス
ク
を
排
除
す
る

か
、
ま
た
は
上
昇
し
た
費
用
若
し
く
は
損
害
賠
償
の
形
で
そ
の
結
果
を
負

担
す
る
か
を
リ
ス
ク
負
担
者
に
判
断
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
。

そ
れ
故
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
負
担
者
は
、
最

も
リ
ス
ク
防
止
措
置
の
収
益
を
判
断
で
き
る
当
事
者
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

通
常
、
リ
ス
ク
が
生
ず
る
ま
た
は
ま
ず
初
め
に
現
実
化
す
る
領
域
の
契
約

当
事
者
で
あ
る
。
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
は
、

リ
ス
ク
が
支
配
不
可
能
で
あ
る
か
、
ま
た
は
予
見
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
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は
制
限
さ
れ
る
。

「
吸
収
」
基
準
は
、
当
事
者
の
一
方
が
場
合
に
よ
っ
て
は
支
配
不
可
能

な
リ
ス
ク
を
最
も
少
な
く
受
け
止
め
、
か
つ
分
散
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
に
基
づ
く
。
「
吸
収
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
負
担
者
は
、
こ
の

基
準
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
を
計
算
し
、
ま
た
は
分
散
す
る
た
め
の
最
も
組
織

的
な
手
段
(
た
と
え
ば
、
保
険
)
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
当
事
者
で
あ

る
。
「
吸
収
」
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
は
、
リ
ス
ク
が
予
見
不
可
能
な

場
合
に
は
制
限
さ
れ
る
。

「
誘
因
」
基
準
は
補
足
的
な
リ
ス
ク
分
配
基
準
で
あ
る
。
「
抽
象
的
支
配

可
能
性
」
基
準
及
び
「
吸
収
」
基
準
に
よ
っ
て
契
約
当
事
者
が
リ
ス
ク
を

同
等
に
支
配
で
き
、
若
し
く
は
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
は
、

リ
ス
ク
が
予
見
不
可
能
で
あ
る
た
め
に
そ
れ
を
で
き
な
い
場
合
に
初
め
て

利
用
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
相
手
方
を
自
己
の
た
め
に
活
動
さ
せ
る
者
が
そ

の
活
動
と
結
び
つ
い
た
リ
ス
ク
に
対
し
て
も
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
に
基
づ
く
。

、ぽ(
1
)
た
と
え
ば
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
は
、
後
に
述
べ
る
よ

う
に
、
そ
の
機
能
は
抽
象
的
意
味
に
お
い
て
リ
ス
ク
を
支
配
で
き

る
者
に
リ
ス
ク
を
負
担
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
リ
ス
ク
負
担

者
が
リ
ス
ク
を
抽
象
的
意
味
に
お
い
て
支
配
で
き
な
い
場
合
に
は
、

「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
は
分
配
さ
れ
な
い
。

(
2
)
も
っ
と
も
、
彼
は
、
こ
れ
ら
の
基
準
だ
け
で
常
に
リ
ス
ク
が
分

配
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
彼
は
、
そ
の
他

の
リ
ス
ク
分
配
基
準
と
し
て
、
「
利
益
と
リ
ス
ク
の
一
致
(
牛
耳

容
認
さ

S
N
gロ
Z
E
N
E
Eロ
己
河

E
E
)
」
、
「
契
約
の
変
更
利
益
に

対
す
る
契
約
の
維
持
の
利
益
の
優
位
(
品
】
巾
可
コ
ロ
コ
喜
与
え
∞
巾
FR1

2
Z
5
5
m目
的

2

5『己
2

3
込
邑
巾
『
口
口
問
印

Z
R
Z訟
包
)
」
、
「
契
約

の
信
頼
及
び
規
定
の
実
用
性
(
庄
内

P
Eロ
宮
司
己
巾
『
〈
巾
『
門
「
白
me

印可

2
m
z
E
T
Z
E
E
E
E斤
)
」
及
び
「
社
会
的
な
保
護
の
必
要
性
」

(
特
に
、
労
働
契
約
に
お
い
て
、

ω
ム
C
N
R
)

を
あ
げ
る
。
こ
れ
ら

の
基
準
が
具
体
的
事
案
に
お
い
て
如
何
な
る
場
合
に
利
用
さ
れ
る

の
か
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
コ
ラ
ー

は
、
「
利
益
と
リ
ス
ク
の
一
致
」
に
関
し
て
、
給
付
が
当
初
の
予
定

よ
り
も
容
易
に
(
た
と
え
ば
、
よ
り
費
用
が
か
か
ら
ず
に
)
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
及
び
給
付
を
予
定
し
た
目
的
よ
り
も
多

く
の
こ
と
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
の
反
対
給
付
(
金

銭
給
付
)
と
の
調
整
に
利
用
さ
れ
る
と
い
う

(ωω
叶印ロ・)。

(
3
)
同
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
小
林
秀
之
H
神
田
秀

樹
著
『
「
法
と
経
済
学
」
入
門
』
(
弘
文
堂
、
平
成
六
年
)
一
一
一
一
一
一
頁

以
下
を
参
照
。

(
4
)

一
定
の
評
価
の
内
容
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
〈
弘

u
g
g
n
F

司
mwF

ユMEM-
間}内町同庁ロロ己巾『『
D

「【】
2
・2
門町内

ωC『問『
m
w
x
・
(
問
。
一
口
・
∞
巾
『
江
戸
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備
金
(
河
口
円

E
E
Z
=岡
)
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
あ

げ
る
。

(n)
〈
間
一
-
d〈

3
2日・

2・。・・
ω
-
m
N∞
一
閃

z
n
r
g
E
P
A
-
E
E
Z
5
σ
5

印
】
円
凹
片
田
口

tuEMY
宍
ユ
巾
伺
凹
豆
田
口
印
巾
「
∞
可
巾

-rrZE日開
-
3

・
〉
門
司
同
]
戸
。

(SHe-ω
・

2
∞
一
同
州
出
『
巾
-
-
メ
ロ
ヨ

q
E口
問
J

』さ

5
2・∞・
5
2

(
お
)
シ
グ
ナ
ル
効
果
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
、
伊
藤
元
重
『
ミ
ク
ロ

経
済
学
』
(
日
本
評
論
社
、
平
成
五
年
)
三
一
一
一
五
頁
以
下
参
照
。
た

と
え
ば
、
消
費
者
が
あ
る
商
品
を
購
入
し
よ
う
と
し
て
も
、
彼
は
、

実
際
に
そ
れ
を
使
用
し
て
み
な
け
れ
ば
、
そ
の
品
質
を
わ
か
ら
な

い
で
あ
ろ
う
(
情
報
の
非
対
称
性
)
。
と
こ
ろ
で
、
企
業
が
自
社
の

製
品
に
自
信
が
あ
る
と
き
は
、
商
品
の
宣
伝
等
に
巨
額
の
宣
伝
費

用
を
投
じ
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
消
費
者
は
広
告

宣
伝
等
に
多
く
の
支
出
を
し
て
い
る
商
品
を
購
入
し
て
お
け
ば
間

違
い
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、

広
告
支
出
を
商
品
の
品
質
に
対
す
る
「
シ
グ
ナ
ル
L

と
い
う
。

(
出
)
同
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
小
林
H
神
田
著
・
前

掲
書
(
注
3
)
三
五
l
三
六
頁
、
広
中
俊
雄
『
債
権
各
論
講
義
(
第

三
版
)
』
(
有
斐
閣
、
平
成
七
年
)
二
六
九
頁
、
星
野
英
一
『
民
法

概
論
W
(契
約
)
』
(
由
民
書
普
及
会
、
昭
和
六
一
年
)
五
七
頁
が
あ
る
。

(
お
)
コ
ラ
l
は
、
こ
の
基
準
と
し
て
承
認
さ
れ
た
社
会
政
策
的
評
価
、

た
と
え
ば
、
労
働
契
約
に
お
け
る
労
働
者
保
護
を
あ
げ
る
。

(
お
)
た
と
え
ば
、
建
物
を
建
築
す
る
場
合
に
債
権
者
が
自
ら
建
物
の

建
築
に
従
事
す
る
と
き
に
、
材
料
の
値
段
が
上
昇
し
た
と
き
は
、

債
権
者
は
自
ら
そ
の
値
段
の
上
昇
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
債
務
者
(
請
負
人
)
に
建
物
を
建
築

さ
せ
る
場
合
に
、
す
で
に
契
約
に
よ
っ
て
報
酬
額
が
決
定
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、
材
料
の
値
段
の
上
昇
は
、
債
務
者
が
こ
れ
を
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章

コ
ラ
l
の
リ
ス
ク
分
配

第
一
節

コ
ラ
l
の
具
体
的
な
リ
ス
ク
分
配

具
体
的
な
事
案
に
お
け
る
リ
ス
ク
分
配

前
章
で
は
、
コ
ラ
ー
が
ド
民
三
二
三
条
一
項
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
を
修

正
す
る
た
め
に
提
唱
し
た
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
、
「
吸
収
」
基

準
及
び
「
誘
因
」
基
準
の
内
容
を
概
観
し
た
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
基

準
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
リ
ス
ク
が
分
配
さ
れ
る
の
か
を
概
観
す
る
。

コ
ラ
l
は
具
体
的
な
リ
ス
ク
分
配
を
示
す
に
当
た
り
、
ま
ず
、
交
換
契

約
を
二
つ
に
区
別
す
る
。
ひ
と
つ
は
、
社
会
政
策
的
保
護
目
的

(
印

CNE吉
宗
E
F
2
N唱
R
r
)
が
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
交
換
契
約
、

た
と
え
ば
、
売
買
契
約
、
請
負
契
約
、
賃
貸
借
契
約
で
あ
る
。
も
う
ひ
と

つ
は
、
社
会
政
策
的
保
護
目
的
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
交
換
契
約
、
た

北法48(6・231)1537 
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と
え
ば
、
労
働
契
約
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
順
次
、
各
交
換
契
約
に
お
け
る
彼
の
リ
ス
ク
分
配
を
概
観

す
る
。

社
会
政
策
的
保
護
目
的
が
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
交
換
契
約

コ
ラ
l
は
、
社
会
政
策
的
保
護
目
的
が
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
交

換
契
約
に
お
け
る
計
算
外
費
用
の
リ
ス
ク
を
、
さ
ら
に
将
来
の
障
害
に
よ

っ
て
生
ず
る
計
算
外
費
用
と
現
在
の
障
害
に
よ
っ
て
生
ず
る
計
算
外
費
用

と
に
区
別
す
る
。

(
ニ
将
来
の
障
害
に
よ
る
計
算
外
費
用
の
負
担

彼
は
、
将
来
生
ず
る
障
害
に
よ
っ
て
債
務
者
が
給
付
で
き
な
く
な
る
場

合
に
は
、
債
務
者
に
有
責
性
(
〈
巾
『
印
円
吉
庄
内
口
)
が
あ
る
と
き
だ
け
、
債

務
者
は
損
害
賠
償
義
務
を
負
担
す
る
と
い
う

G-Nω
合
同
)
。
し
た
が
っ
て
、

債
務
者
が
自
己
の
有
責
性
な
し
に
給
付
を
適
時
に
な
す
こ
と
が
で
き
な
い

と
き
は
、
ド
民
二
七
九
条
の
文
言
に
は
反
す
る
が
、
債
務
者
は
原
則
と
し

(
1
)
 

て
将
来
生
ず
る
障
害
に
よ
る
損
害
賠
償
の
リ
ス
ク
を
免
れ
る
と
い
う

(ω-Nω
匂
)
。

債
務
者
の
給
付
の
困
難
が
、
債
務
者
の
組
織
領
域
内
で
の
増
加
し
た
投

資
の
形
で
生
ず
る
場
合
で
あ
れ
、
債
務
者
が
上
昇
し
た
価
格
で
市
場
に
お

い
て
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
で
あ
れ
、
こ
の
リ
ス
ク
は
、
通
常
、

債
務
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

(ω
出
口
己
。
こ
の
リ
ス

ク
は
、
通
常
、
債
務
者
の
領
域
か
ら
生
ず
る
か
、
ま
た
は
そ
こ
で
ま
ず
初

め
に
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
専
門
家
と
し
て
給
付
を
引
き
受
け

た
債
務
者
は
、
自
己
の
領
域
に
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
を
よ
り
確
実
に
評

価
し
、
そ
れ
故
、
よ
り
容
易
に
抽
象
的
意
味
に
お
い
て
支
配
す
る
こ
と
が

で
き
、
か
つ
よ
り
確
実
に
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

し
か
し
、
障
害
が
予
見
不
可
能
な
と
き
、
つ
ま
り
、
障
害
の
発
生
が
全

く
蓋
然
性
が
な
く
、
か
つ
著
し
い
困
難
を
も
た
ら
す
と
き
は
、
債
務
者
の

「
支
配
可
能
性
の
優
位
」
及
び
「
吸
収
の
優
位
」
は
原
則
と
し
て
な
く
な

(
2
)
 

る
と
い
う
(
∞
-
N
H

斗ロ・)。

さ
ら
に
、
障
害
が
予
見
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岡
当
事
者
の

経
済
的
格
差
が
債
務
者
の
「
支
配
可
能
性
の
優
位
」
及
び
「
吸
収
の
優
位
」

を
消
滅
さ
せ
る
と
き
は
、
債
務
者
は
費
用
増
加
リ
ス
ク
を
免
れ
る
と
い
う

お
・
ロ
N
)
。
ま
た
、
債
権
者
が
よ
り
よ
い
支
配
可
能
性
及
び
吸
収
可
能

性
を
有
す
る
と
き
も
、
債
務
者
は
費
用
増
加
リ
ス
ク
を
免
れ
る
と
い
う
。

こ
の
状
況
は
し
ば
し
ば
請
負
契
約
に
お
い
て
生
ず
る
と
い
う

(ω-Nω
印
-

N

怠
『
『
)
。
た
と
え
ば
、
費
用
増
加
が
注
文
者
の
行
動
に
よ
っ
て
、
ま
た

は
注
文
者
の
供
給
し
た
材
料
の
暇
庇
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
き
に
、
注
文
者

の
「
支
配
可
能
性
の
優
位
」
及
び
「
吸
収
の
優
位
」
が
あ
る
と
い
う
(
ド
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(
3
)
 

民
六
四
五
条
一
項
)
。

そ
し
て
、
彼
は
、
債
務
者
が
費
用
増
加
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
い
と
き
は
、

債
権
者
は
誘
因
者
と
し
て
そ
の
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
(
的
N

ち
と
。
も
っ
と
も
、
彼
は
、
債
権
者
は
増
加
費
用
の
償
還
を

契
約
の
解
除
(
河
口
円
宮
『
宮
)
に
よ
っ
て
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

(的・
2
8
0
し
か
し
、
と
の
場
合
に
、
債
権
者
は
、
債
務
者
が
こ
の
時

点
ま
で
に
支
出
し
た
費
用
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

危険負担の再検討 (2・完)

会
乙
現
在
の
障
害
に
よ
る
計
算
外
費
用
の
負
担

コ
ラ
l
は
、
現
在
す
で
に
存
在
す
る
障
害
に
よ
る
計
算
外
費
用
に
関
す

(
4
)
 

る
事
案
と
し
て
、
原
始
的
主
観
的
不
能
の
事
案
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
場
合
に
、
債
務
者
が
自
ら
リ
ス
ク
を
抽
象
的
意
味
に
お
い
て
支
配
で
き
、

か
つ
吸
収
で
き
る
と
き
は
、
債
務
者
は
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
と
い
う

(∞

-NS『
同
)
。
た
と
え
ば
、
売
主
が
出
所
に
関
し
て
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
盗
品
を
売
却
す
る
場
合
で
あ
る
と
い
う

(ω-N斗
ω)
。
し
か
し
、

商
品
が
契
約
締
結
前
に
盗
ま
れ
て
い
た
と
き
は
、
債
務
者
の
抽
象
的
支
配

可
能
性
及
び
吸
収
可
能
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
こ
の
場
合
に
は
、

買
主
も
現
実
の
物
の
占
有
状
況
に
関
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ

(
5
)
 

る。
さ
ら
に
、
債
務
者
は
自
己
に
し
か
で
き
な
い

(
F
D
門町田壱巾『印
O

ロz
n
F
g
)

(
6
)
 

労
務
給
付
を
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
も
責
任
を
負
う
と
い
う

(
印

N

ゴ
)
。
と
い
う
の
は
、
債
権
者
は
初
め
か
ら
こ
の
給
付
の
た
め
に

債
務
者
に
必
要
な
能
力
が
な
い
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
契
約

締
結
時
に
債
務
者
が
如
何
な
る
精
神
的
状
況
及
び
身
体
的
状
況
に
あ
る
か

(7) 

を
債
務
者
の
私
生
活
(
日
ロ
巴
呂
田
口
冨
『
巾
)
に
立
ち
入
る
こ
と
な
し
に
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
に
対
し
て
、
債
務
者
は
そ
の
よ
う
な
給
付
を
危
殆
化

す
る
リ
ス
ク
を
十
分
に
評
価
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
を
容
易
に
取

り
除
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

(
二
一
)
主
た
る
目
的
障
害
及
び
副
次
的
目
的
障
害
に
関
す
る
リ
ス
ク
分
配

次
に
、
コ
ラ

l
は
、
主
た
る
目
的
障
害
(
司
『
戸
田
賞

N
4
2
5
g
z
z
門給

付
不
能
〕
)
と
副
次
的
目
的
障
害

(ω
市
宮
足
跡
『

N
Z円
Z
g『
己
口
問
〔
給
付
を

予
定
し
た
目
的
の
た
め
に
利
用
で
き
な
く
す
る
障
害
〕
)
に
関
す
る
リ
ス

ク
分
配
に
関
し
て
述
べ
る
。

(
ア
)
主
た
る
目
的
障
害
に
関
す
る
リ
ス
ク
分
配

コ
ラ
l
は
、
通
常
、
債
務
者
は
、
給
付
の
た
め
に
出
損
し
た
費
用
が
給

付
の
不
能
に
よ
り
無
駄
に
な
り
、
か
つ
填
補
さ
れ
な
い
リ
ス
ク
(
出
損
費

用
リ
ス
ク
)
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
お
・
呂
∞
)
。
債
務

者
は
給
付
過
程
を
計
画
し
、
か
つ
支
配
す
る
の
で
、
通
常
、
「
抽
象
的
支

北法48(6・233)1539 
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配
可
能
性
の
優
位
」
及
び
「
吸
収
の
優
位
」
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
賃
借
物
の
利
用
が
、
賃
借
入
の
領
域

か
ら
生
ず
る
か
、
ま
た
は
外
部
か
ら
生
じ
、
そ
こ
に
お
い
て
ま
ず
初
め
に

現
れ
る
障
害
に
よ
り
不
能
に
な
る
と
き
は
、
債
務
者
の
「
抽
象
的
支
配
可

能
性
の
優
位
」
及
び
「
吸
収
の
優
位
」
は
な
く
な
る
と
い
う

(
ω
N
∞
え
〔
ド

(
8
)
 

民
五
五
二
条
〕
)
。

も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
に
、
障
害
が
す
べ
て
の
他
の
潜
在
的
賃
借
入
に

と
っ
て
賃
借
物
の
利
用
を
不
能
に
す
る
と
き
は
、
当
該
賃
借
入
は
契
約
の

締
結
に
よ
っ
て
賃
貸
人
に
給
付
能
力
を
誤
っ
て
維
持
さ
せ
、
給
付
の
た
め

に
無
駄
な
準
備
を
さ
せ
る
リ
ス
ク
を
何
ら
増
加
さ
せ
て
い
な
い
と
い
う
。

賃
借
物
は
、
賃
貸
人
が
潜
在
的
賃
借
入
の
だ
れ
と
合
意
し
て
も
利
用
さ
れ

(
9
)
 

な
い
か
ら
で
あ
る
(
的
H
ゆ
叶

R
-
N
∞
ど
・
)
。
そ
し
て
、
彼
は
、
こ
の
場
合
に

は
賃
貸
人
が
対
価
を
支
払
わ
れ
な
い
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
・
つ
。

ま
た
、
彼
は
、
賃
借
人
が
「
吸
収
の
優
位
」
を
有
す
る
た
め
に
明
白
に

よ
り
よ
く
障
害
に
関
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
賃
借
入
は
対
価

の
支
払
を
免
れ
な
い
と
い
う

(
ω
N
∞
ω
同)。

請
負
契
約
に
お
い
て
、
請
負
人
は
「
支
配
可
能
性
の
優
位
」
ま
た
は
「
吸

収
の
優
位
」
を
有
し
な
い
場
合
に
、
対
価
を
支
払
わ
れ
な
い
リ
ス
ク
を
免

れ
る
と
い
う

(
ω
N
∞
匂
同
門
)
。
た
と
え
ば
、
そ
れ
は
予
見
不
可
能
な
障
害
の

場
合
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
障
害
の
原
因
が
注
文
者
の
領
域
に
あ
る
と
き
も
、

原
則
と
し
て
注
文
者
は
、
こ
の
障
害
を
よ
り
よ
く
ま
た
は
少
な
く
と
も
請

負
人
と
同
等
に
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
(
ド
民
六
四
四
条
一
項

(
叩
)

二
文
)
。
中
立
の
領
域
か
ら
生
ず
る
リ
ス
ク
が
ま
ず
初
め
に
注
文
者
の
領

域
に
属
す
る
物
ま
た
は
そ
の
主
体
に
現
れ
る
と
き
は
、
注
文
者
は
そ
の
リ

(
日
)

ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
(
ド
民
六
四
五
条
-
項
)
。

コ
ラ

l
は
、
こ
の
場
合
の
法
律
効
果
に
関
し
て
、
注
文
者
が
リ
ス
ク
を

負
担
す
る
と
き
は
、
ド
民
三
二
四
条
一
項
の
法
律
効
果
が
実
質
的
に
公
平

(ロ)

で
あ
る
と
い
う

(ω
呂
土
問
)
。
ド
民
六
四
五
条
一
項
で
は
請
負
人
が
自
己

の
給
付
能
力
を
注
文
者
の
た
め
に
、
か
っ
注
文
者
の
誘
因
で
維
持
し
た
と

い
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
、

ド
民
六
四
五
条
一
項
の
適
用
は
、
給
付
が
新
た
な
材
料
の
供
給
に
よ
っ
て

ま
だ
な
さ
れ
う
る
事
案
に
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
そ
う
で
な

い
場
合
に
は
、
注
文
者
は
ド
民
三
二
四
条
一
項
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
を
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

さ
ら
に
、
売
買
契
約
に
お
け
る
給
付
不
能
に
関
し
て
、
ド
民
三
二
三
条

一
項
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
を
修
正
す
る
必
要
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う

(印・
ω
C
N
R
)
。
売
買
契
約
に
お
い
て
、
通
常
、
売
主
は
、
引
渡
若
し
く
は

送
付
の
時
ま
で
、
よ
り
よ
く
リ
ス
ク
を
支
配
で
き
、
ま
た
は
少
な
く
と
も

(
氾
)

吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
(
ド
民
間
四
六
条
、
四
四
七
条
)
。
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そ
し
て
、
売
買
契
約
に
お
い
て
は
、
ド
民
三
二
四
条
の
場
合
と
予
見
不
可

能
な
障
害
に
お
い
て
の
み
、
買
主
は
給
付
不
能
の
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
と

い
う
。
前
者
の
事
案
に
お
い
て
買
主
は
支
配
可
能
性
及
び
吸
収
可
能
性
を

有
し
、
ま
た
後
者
の
事
案
に
お
い
て
売
主
は
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
支
配

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
っ
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
、
買
主
は
誘
因
者
と
し
て
そ
の
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
コ
ラ
ー
は
、
ド
民
四
四
六
条
二

項
に
お
い
て
買
主
に
給
付
不
能
の
リ
ス
ク
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
正
当
化

さ
れ
る
の
か
を
問
題
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
、
買
主
は
厳
密
な
意
味
に
お

い
て
目
的
物
を
支
配
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
コ
ラ
l
は、

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
こ
の
場
合
に
よ
り
よ
い
支
配
可
能
性
は
明
ら
か
に

売
主
ま
た
は
土
地
の
占
有
者
の
も
と
に
あ
る
が
、
よ
り
よ
い
付
保
可
能
性

は
明
ら
か
に
買
主
の
も
と
に
あ
る
と
い
う
。
所
有
者
の
交
替
で
取
得
者
へ

(
H
H
)
 

の
保
険
の
移
転
が
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
(
保
険
契
約
法
六
九
条
)
。
そ

れ
故
、
彼
は
、
こ
の
場
合
に
目
的
物
の
引
渡
が
な
く
て
も
、
買
主
は
対
価

の
支
払
を
免
れ
な
い
と
い
う
。

(
イ
)
副
次
的
目
的
障
害
に
関
す
る
リ
ス
ク
分
配

コ
ラ

1
は
、
債
権
者
は
、
通
常
、
給
付
を
予
定
し
た
目
的
の
た
め
に
利

用
で
き
な
く
す
る
障
害
に
関
す
る
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う

(ω
・ω
0
2円
)
。
債
権
者
は
自
己
の
目
的
物
の
利
用
に
関
す
る
リ
ス

ク
を
債
務
者
よ
り
も
よ
く
支
配
で
き
、
ま
た
は
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
彼
は
こ
れ
に
関
し
て
二
つ
の
例
外
を
認
め
る
。

第
一
に
、
債
務
者
が
債
権
者
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
目
的
物
の
利
用
を

認
識
し
、
そ
れ
故
、
そ
の
よ
う
な
利
用
を
妨
げ
る
リ
ス
ク
を
よ
り
よ
く
支

配
で
き
、
ま
た
は
吸
収
で
き
る
場
合
で
あ
る
と
い
う
(
∞
-ωω
∞
四
円
〔
ド
民

(
日
)

四
五
九
条
一
項
〕
)
。
こ
の
債
務
者
の
優
位
は
し
ば
し
ば
債
務
者
の
よ
り
よ

い
情
報
能
力
か
ら
生
ず
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
地
上
権
売
買
に
お
け
る

(日
)

(

η

)

土
地
の
品
質
、
土
地
の
譲
渡
に
お
け
る
公
権
に
基
づ
く
建
築
禁
止
の
存
在
、

(
時
)

及
び
一
人
有
限
会
社
の
持
分
の
売
却
に
お
け
る
会
社
の
性
質
に
関
し
て
債

(
ゆ
)

務
者
の
情
報
能
力
の
優
位
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。

第
二
に
、
債
権
者
も
債
務
者
も
「
支
配
可
能
性
の
優
位
L

及
び
「
吸
収

の
優
位
」
を
有
し
な
い
場
合
に
、
債
権
者
が
債
務
者
に
給
付
能
力
を
誤
っ

て
維
持
さ
せ
、
給
付
の
た
め
に
無
駄
な
準
備
を
さ
せ
て
い
な
い
と
き
は
、

債
務
者
は
対
価
を
支
払
わ
れ
な
い
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
初
)

と
い
う
(
的

ω
N
H
)
。
こ
の
場
合
に
は
、
債
務
者
が
需
要
者
の
だ
れ
と
合
意
引p

h
d
 

し
た
と
し
て
も
、
債
務
者
は
給
付
を
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

~
M

qδ 

も
っ
と
も
、
そ
の
際
、
さ
ら
に
そ
の
障
害
が
予
見
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を

M

要
す
る
と
い
う

(
ω
ω
N
S
。

川

崎

法レ
U

B
1寸
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社
会
政
策
的
保
護
目
的
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
交
換
契
約

コ
ラ
l
は
、
次
に
社
会
政
策
的
保
護
目
的
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
交

換
契
約
に
お
け
る
リ
ス
ク
分
配
に
関
し
て
述
べ
る
。
彼
は
具
体
的
な
交
換

契
約
と
し
て
労
働
契
約
を
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
関
係
に
お
け
る
損

害
賠
償
・
目
的
障
害
の
リ
ス
ク
分
配
に
お
い
て
「
労
働
者
保
護
の
必
要
性
」

が
考
慮
さ
れ
る
と
い
う
お
-Sω
色
。
こ
の
「
労
働
者
保
護
の
必
要
性
」

は
労
働
者
の
経
済
的
依
存
性
か
ら
生
ず
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
労
働
者
の

経
済
的
依
存
性
は
、
労
働
者
が
交
換
と
結
び
つ
い
た
リ
ス
ク
、
さ
ら
に
労

働
不
能
ま
た
は
失
業
リ
ス
ク
を
報
酬
に
よ
っ
て
自
ら
填
補
す
る
こ
と
を
で

き
な
く
す
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
コ
ラ

l
は
、
こ
の
賃
金
の
不
等
価
性

(同口
E
Z
2巴

gN)
は
、
労
働
者
が
よ
り
よ
い
「
支
配
可
能
性
」
に
よ
っ

て
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
も
、
そ
の
リ
ス
ク
を
負

担
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
と
い
う
の
は
、
報
酬
は
労

働
者
に
と
っ
て
リ
ス
ク
吸
収
の
た
め
に
必
要
な
予
備
金
(
河
口
円
E
お
巾
)
を

形
成
す
る
の
に
十
分
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
使
用
者
に
リ
ス
ク
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
な
圧
力
を
加
え
な
い
か
ら
で
あ
る
(
∞
・
ω
呂
町
内
・
)
。
そ
こ
で
、

コ
ラ
l
は
、
こ
の
不
等
価
性
は
リ
ス
ク
分
配
に
お
い
て
調
整
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
、
こ
の
場
合
に
コ
ラ
!
の
リ
ス
ク
分
配
シ
ス
テ
ム
は
、

社
会
政
策
的
保
護
目
的
が
影
響
す
る
分
だ
け
修
正
さ
れ
る
と
い
う
。

ま
ず
、
労
働
者
の
注
意
義
務
違
反
か
ら
生
ず
る
損
害
は
、
活
動
に
特
有

な
リ
ス
ク
の
誘
因
と
契
約
当
事
者
の
支
配
可
能
性
及
び
吸
収
可
能
性
と
の
必，h

J
 

具
体
的
比
較
衡
量
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
(
印
ム
呂
)
。
山内

ぺ
U

も
っ
と
も
、
こ
の
衡
量
の
結
論
と
し
て
必
然
的
に
使
用
者
ま
た
は
労
働
者
叫

が
完
全
な
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
リ
ス
ク
は
割
合
に
応
間

じ

て

分

配

さ

れ

る

と

い

う

。

北

損
害
が
通
常
で
な
い
(
ロ
ロ
岡
市
君
。

zrF)
場
合
に
、
労
働
者
が
労
務
給

付
の
た
め
に
利
用
す
る
物
に
損
害
が
生
ず
る
と
き
は
、
使
用
者
が
こ
の
損

害
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
お
ム
N
C
)

。
労
働
者
に
そ
の

よ
う
な
損
害
に
対
し
て
有
責
性
が
あ
る
と
き
は
、
損
害
は
契
約
当
事
者
に

(
幻
)

割
合
に
応
じ
て
分
配
さ
れ
る
と
い
う
(
ド
民
二
五
四
条
の
類
推
適
用
)
。

さ
ら
に
、
経
営
上
の
障
害
の
う
ち
労
働
争
議
に
よ
ら
な
い
障
害
に
お
い

て
は
、
使
用
者
は
年
功
労
働
者
(
帥
1
2
8
旨
Z
E各
自
主
、
重
度
身
体

障
害
者
(
的
n
F
司
R
Z
E
E
q斥
口
)
及
び
妊
産
婦
(
白
内
町
司
自
m
m
Z口
富
三
同
市
「
)

に
対
す
る
告
知
を
制
限
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う

(ωω
巴
町
内
)
。
そ
し
て
、
彼
は
、
使
用
者
が
こ
の
よ
う
に
告
知
を

制
限
さ
れ
る
と
き
は
、
使
用
者
は
、
労
務
給
付
・
物
給
付
の
債
務
者
と
同

様
に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

(ω
色
町
出
)
。
使
用
者
は
、
告
知
制

限
期
間
中
、
労
働
者
の
社
会
生
活
の
保
障
に
対
し
て
責
め
を
負
う
か
ら
で

あ
る
。ま

た
、
使
用
者
は
予
見
可
能
な
経
営
上
の
障
害
を
完
全
に
負
担
し
な
け



危険負担の再検討 (2・完)

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

(ω
・
お
印
同
)
。
そ
れ
に
対
し
て
、
外
部
か
ら
生
ず

る
予
見
不
可
能
な
障
害
は
、
そ
の
よ
う
な
障
害
が
す
べ
て
の
潜
在
的
需
要

者
に
向
け
ら
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
使
用
者
に
賃
金
の
支
払
い
を
た
だ

ち
に
停
止
す
る
(
∞

5
宮
E
5
2ロ
)
権
利
を
与
え
る
と
い
う
(
的
色
ム
)
。

そ
の
よ
う
な
障
害
が
す
べ
て
の
潜
在
的
需
要
者
に
向
け
ら
れ
な
か
っ
た
と

き
は
、
使
用
者
は
労
働
者
の
労
働
力
の
誤
っ
た
維
持
及
び
給
付
の
た
め
の

無
駄
な
準
備
の
誘
因
を
有
す
る
と
い
う

(ω

ム
N
ω
)

。
そ
の
場
合
に
、
使

用
者
は
労
働
関
係
を
労
働
者
の
告
知
に
適
用
さ
れ
る
期
間
で
も
っ
て
の
み

停
止
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
リ
ス
ク
分
配
が
会
社
の
存
在
を
危
う
く
す
る

場
合
に
、
労
働
者
の
多
数
が
職
場
維
持
の
た
め
に
、
賃
金
請
求
の
一
時
的

中
断
(
〈
2
5
2常
Z
E
g
ω
5匂
巾

E
5・
口
口
問
)
に
利
益
を
有
す
る
と
き
は
、

労
働
者
は
連
帯
(
∞

c
E恒
三
洋
)
の
た
め
に
自
己
の
請
求
の
一
時
的
中
断

E
S
N巾
F
Z
2
R
〉

5
凹
巾
円

Nロ
ロ
間
)
を
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

、
つ
(
∞
品
ω
C
ロ)。

第
二
節

コ
ラ
I
の
リ
ス
ク
分
配
シ
ス
テ
ム
の
検
討

こ
れ
ま
で
コ
ラ
!
の
リ
ス
ク
分
配
シ
ス
テ
ム
を
概
観
し
て
き
た
が
、
こ

の
リ
ス
ク
分
配
シ
ス
テ
ム
の
妥
当
性
及
び
そ
れ
が
わ
が
国
の
法
秩
序
に
適

合
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重

要
な
の
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
ド
民
三
二
三
条
一
項
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

を
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
も
、
な
ぜ
法
律
の
規
定
に
よ
ら
な
い
、

一
般
的
な
リ
ス
ク
分
配
の
修
正
が
法
的
に
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
信
義
則
(
ド
民
二
四
二
条
)
ま
た
は
平
均

的
正
義

2
5
m
g
x
Z
E
S
の
2
R
F
t四
宮
芹
)
に
根
拠
を
求
め
る
も
の
が

(
幻
)

あ
る
。
コ
ラ
l
は
、
こ
の
よ
う
な
修
正
を
、
従
来
の
学
説
・
判
例
が
ド
民

三
二
三
条
一
一
現
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
の
修
正
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
根
拠

と
し
て
、
慣
習
法
(
の

2一

C
Z
Z号
2
F汁
)
上
認
め
ら
れ
る
と
い
う

(
ω
ζ
)
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
現
行
法
の
危
険
負
担
制
度
に
よ
ら
ず
に
、

一
般
的
に
こ
れ
と
異
な
る
基
準
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
分
配
を
行
う
必
要
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
学
説
は
、
債
権
者
主
義
(
五
三
四
条
)
の
修
正
の
必
要

性
を
認
め
る
が
、
判
例
は
、
従
来
五
三
四
条
の
適
用
が
問
題
と
な
っ
た
事

(
幻
)

案
に
お
い
て
同
条
を
形
式
的
に
適
用
し
て
い
る
(
第
一
章
第
二
節
一
参
照
)
。

ま
た
、
債
務
者
主
義
(
五
三
六
条
一
項
)
に
関
し
て
、
学
説
・
判
例
に
お

い
て
は
若
干
の
修
正
の
必
要
性
を
認
め
る
も
の
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
慣
習

法
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
は
疑
問
で
あ
る
(
第
一
章
第

三
節
四
参
照
)
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
す
る
と
、
わ
が
国
で
は
少
な
く

と
も
現
在
の
と
こ
ろ
、
一
般
的
に
現
行
の
危
険
負
担
制
度
と
異
な
る
基
準

に
よ
っ
て
リ
ス
ク
分
配
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
ま
で
言
う
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

般

北法48(6・237)1543
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的
に
コ
ラ

l
の
リ
ス
ク
分
配
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
分
配
を
行
う
べ

き
で
あ
る
と
ま
で
言
え
る
状
況
に
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
状
況
の
も
と
で
も
な
お
現
行
法
の
危
険
負
担
制
度
と
異
な
る
基
準
に
よ

っ
て
リ
ス
ク
分
配
を
行
う
た
め
に
は
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
他
の
正
当
化

根
拠
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
正
当
化
根
拠
の
探
求

は
な
お
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
現
行
法
の
規
定
と
異
な
る
リ
ス
ク
分
配
を
一
般
的
に
行
う

必
要
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
現
行
法
の
規
定
の
要
件
を
彼
の
リ

ス
ク
分
配
基
準
で
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

帰
責
事
由
(
四
一
五
条
、
五
三
四
条
|
五
三
六
条
)
を
、
「
抽
象
的
支
配

可
能
性
」
基
準
及
び
「
吸
収
」
基
準
で
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。し

か
し
、
こ
の
場
合
に
も
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、
コ
ラ
!
の
リ
ス
ク
分

配
シ
ス
テ
ム
そ
れ
自
体
に
関
す
る
問
題
が
あ
る
。
彼
は
自
己
の
リ
ス
ク
分

配
シ
ス
テ
ム
の
基
準
と
し
て
三
つ
の
基
準
を
あ
げ
る
。
し
か
し
、
彼
自
身

認
め
る
よ
う
に
そ
れ
だ
け
の
基
準
に
限
ら
れ
な
い
(
∞
ゴ
)
。
ま
た
、
社

会
政
策
的
保
護
目
的
等
の
事
情
に
よ
っ
て
そ
の
三
つ
の
基
準
に
よ
る
リ
ス

ク
分
配
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
認
め
る
(
本
章
第
一
節
三
参
照
)
。

そ
う
す
る
と
、
結
局
、
い
か
な
る
場
合
に
、
他
の
基
準
が
利
用
さ
れ
、
か

つ
い
か
な
る
基
準
が
利
用
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
い
か
な
る
場
合
に
三
つ

の
基
準
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
が
制
限
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
不
明
な
部
分

が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ラ

l
は
法
的
安
定
性
を
強
調
す
る

が
、
結
局
、
彼
の
リ
ス
ク
分
配
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
も
法
的
安
定
性
が
維

(M) 

持
さ
れ
る
か
は
な
お
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
経
済
的
な
観

点
か
ら
リ
ス
ク
分
配
を
考
え
る
が
、
は
た
し
て
リ
ス
ク
分
配
が
経
済
的
な

(
お
)

観
点
の
み
か
ら
な
さ
れ
る
の
か
も
疑
問
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
個
々
の
基
準
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
「
誘
因
」
基
準
に
関
し
て
は
、
リ
ス

ク
の
誘
因
を
も
た
ら
す
者
は
、
リ
ス
ク
の
発
生
が
そ
の
者
自
身
か
ら
生
ず

る
と
言
え
る
の
で
、
通
常
は
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
を
有
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
「
誘
因
」
基
準
は
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
に
組
み
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
独
自
の
存
在
意
義
を
失
う
の
で
は
な
い
か
と
い

(
お
)

う
疑
問
が
残
る
。

第
二
に
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
に
関
し
て
は
、
従
来
の
「
領

域
説
」
と
の
差
異
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
コ
ラ

1
は
、
「
領
域
説
」

は
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
の
判
定
の
一
要
素
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
が
、

実
際
の
適
用
を
み
て
み
る
と
、
結
局
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
は
、

(
幻
)

「
領
域
説
」
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、

コ
ラ
l
は
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
と
は
、
リ
ス
ク
が
生
ず
る
ま

た
は
ま
ず
初
め
に
現
実
化
す
る
領
域
の
当
事
者
に
そ
の
リ
ス
ク
を
負
担
さ

北法48(6・238)1544
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せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
の
場
合
に
、
具
体
的
に
い
か
な
る
範
囲

が
各
当
事
者
の
領
域
と
な
る
の
か
は
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
コ

ラ
l
は
、
「
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
を
最
も
よ
く

防
止
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
い
う
が
、
実
際
に
リ
ス
ク
が
最
も
よ
く

(
お
)

防
止
さ
れ
る
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。

第
三
に
、
「
吸
収
」
基
準
に
関
し
て
は
、
債
権
者
主
義
が
現
在
そ
れ
ほ

ど
訴
訟
に
お
い
て
問
題
と
な
ら
な
い
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
保
険
制
度

(
却
)

の
発
達
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
、
保
険
制
度
は
、
あ
く
ま
で

現
行
法
制
度
を
補
充
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
保
険
制
度
そ
れ
自
体
に
よ
る

リ
ス
ク
分
配
が
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
り
、
今

(
初
)

後
な
お
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、
現
行
法
の
要
件
を
コ
ラ
l
の
リ
ス
ク
分
配
基
準
で
判
断
す
る

場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
要
件
の
範
囲
が
問
題
と
な
る
。

た
と
え
ば
、
「
帰
責
事
由
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
コ
ラ
!
の
リ
ス

ク
分
配
基
準
に
よ
る
判
断
の
範
囲
が
、
危
険
負
担
の
規
定
に
と
ど
ま
る
の

か
(
五
三
四
条
i
五
三
六
条
て
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
越
え
て
債
務
不
履

行
の
規
定
(
四
一
五
条
)
に
も
及
ぶ
の
か
。
さ
ら
に
、
従
来
、
帰
責
事
由

(
幻
)

は
故
意
・
過
失
ま
た
は
そ
れ
と
問
視
し
う
る
事
由
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、

一
般
的
に
故
意
・
過
失
を
も
寸
抽
象
的
支
配
可
能
性
」
基
準
及
び
「
吸
収
」

基
準
で
判
断
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
は
別
に
帰
責
事
由
だ
け
を
そ

れ
ら
の
基
準
に
よ
っ
て
判
断
す
る
の
か
な
ど
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
問

題
が
残
る
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
五
三
六
条
二
項
の
帰
責
事
由
と
四
)
五
条
の
帰
責
事

由
を
同
じ
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
前
者
の
帰
責
事
由
を
よ

(

日

記

)

り
緩
和
し
て
理
解
す
る
学
説
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
判
例
に
お
い
て
も
厳
密

な
意
味
で
帰
賞
事
由
が
な
い
事
案
に
お
い
て
五
三
六
条
二
項
の
帰
責
事
由

(
お
)

を
肯
定
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
な
お

検
討
さ
れ
る
べ
き
点
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
も
と
で

五
三
六
条
二
項
の
帰
責
事
由
の
有
無
の
判
断
基
準
と
し
て
、
「
抽
象
的
支

配
可
能
性
」
基
準
あ
る
い
は
「
領
域
説
」
|
|
「
吸
収
L

基
準
に
関
し
て

は
さ
ら
に
後
述
の
問
題
が
あ
る
。
ー
ー
ー
の
利
用
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
、
っ
か
。

次
に
、
「
吸
収
」
基
準
に
関
し
て
は
、
帰
責
事
由
は
危
険
負
担
に
お
い

て
は
給
付
不
能
、
目
的
物
の
滅
失
・
致
損
に
つ
い
て
要
求
さ
れ
る
が
、
付

保
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
代
償
請
求
権
等
に
よ
っ

て
債
権
者
が
何
ら
か
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
関

連
す
る
が
、
給
付
不
能
、
目
的
物
の
滅
失
・
致
損
と
は
直
接
関
連
し
な
い

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
少
な
く
と
も
帰
責
事
由
を
「
吸
収
」
基
準
に
よ
っ

て
判
断
す
る
こ
と
も
、
第
三
の
問
題
と
合
わ
せ
て
今
後
検
討
を
要
す
る
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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研究ノート

コ
ラ
l
の
リ
ス
ク
分
配
基
準
を
利
用
で
き
る
可
能
性
の
あ
る

場
面
と
し
て
次
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
請
負
契
約
に
お
い

て
請
負
人
に
出
来
高
払
い
報
酬
を
認
め
る
た
め
に
、
信
義
則
が
し
ば
し
ば

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
(
第
一
章
第
三
節
四
)
、
こ
の
よ
う

な
信
義
則
の
内
容
を
よ
り
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
、
「
抽
象
的
支
配
可

能
性
」
基
準
及
び
「
吸
収
」
基
準
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
注
文
者
が
抽
象
的
支
配
可
能
性
及
び
吸
収
可
能
性
を
有
す
る

場
合
に
、
信
義
則
上
出
来
高
払
い
の
支
払
義
務
を
肯
定
す
る
と
い
う
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
基
準
を
利
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
単
に
信
義
則
に

よ
る
リ
ス
ク
負
担
の
正
当
化
よ
り
も
、
よ
り
具
体
的
な
基
準
が
あ
る
分
だ

け
、
よ
り
明
確
で
納
得
の
い
く
リ
ス
ク
分
配
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

(
M
A
)
 

の
で
は
な
か
ろ
、
っ
か
。

去
、
戸
り
け
ι

円、

、伍(
1
)
た
と
え
ば
、
ド
民
二
七
九
条
は
、
種
類
債
務
者
が
病
気
の
た
め
に
、

第
三
者
に
給
付
を
委
任
で
き
な
い
か
、
ま
た
は
市
場
で
の
商
品
の

調
達
が
で
き
な
い
場
合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
(
ド
民
二
七

九
条
の
適
用
の
問
題
に
関
し
て
、
椿
寿
夫
H
右
近
健
男
編
『
ド
イ

ツ
債
権
法
総
論
』
〔
日
本
評
論
社
、
昭
和
六
一
二
年
〕
一
四

O
頁
〔
今

西
康
人
執
筆
〕
を
参
照
。
)
。
な
お
、
ド
民
二
七
九
条
に
関
し
て
は
、

第
二
章
注

(
9
)
を
参
照
。

(
2
)

コ
ラ
l
は
障
害
の
予
見
不
可
能
性
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述

べ
る
。
ま
ず
、
債
務
者
の
同
業
者
た
ち
が
障
害
の
発
生
・
発
展
の

可
能
性
を
そ
も
そ
も
顧
慮
し
な
い
と
き
に
初
め
て
債
務
者
は
計
画

の
破
庇
か
ら
保
護
さ
れ
る
と
い
う

(
ω
-
N
N
N
)

。
そ
し
て
、
障
害
が

債
務
者
の
組
織
領
域
か
ら
生
ず
る
と
き
は
、
通
常
、
予
見
可
能
性

は
肯
定
さ
れ
る
と
い
う
お
-
N
N
ω
)

。
さ
ら
に
、
中
立
の
領
域
か
ら

生
ず
る
障
害
は
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
「
通
常
の
障
害
(
ロ
芝
互
戸
巾

辺
守
口
口
問
)
」
は
予
見
可
能
で
あ
る
と
い
う
(
的
N
N
印
)
。
「
普
通
で
な

い
障
害
(
ロ
ロ
略
者

D
E
一一円
z
g
D
E口
問
)
」
は
、
短
期
間
に
清
算
さ
れ

る
契
約
に
お
い
て
の
み
、
債
務
者
を
免
責
す
る
と
い
う
。
「
蓋
然
性

の
な
い
障
害

(53za与
2
z
n
E
g
g
o
E口
町
)
」
は
予
見
不
可

能
で
あ
る
と
い
う
。

(
3
)
た
と
え
ば
、
コ
ラ
!
は
、
∞
の
戸
三
者

5
2・
E
E
(納
屋

〔ω円
E
2
5口
〕
事
件
〔
注
文
者
が
建
築
途
中
の
納
屋
に
干
し
草
を

入
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
発
火
し
納
屋
が
焼
失
し
た
事
案
〕
)
及
び

∞
の
戸
三
宅
呂
寸
C-ω
∞
(
銅
箔
〔
問
。
℃
雪

E
E〕
事
件
〔
設
備
の

設
置
に
お
い
て
、
あ
る
請
負
人
の
淑
庇
あ
る
行
動
に
よ
っ
て
、
そ

れ
が
段
損
し
た
た
め
、
他
の
請
負
人
が
仕
事
を
や
り
直
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
事
案
〕
)
は
、
請
負
人
の
出
来
高
払
い
の
報
酬

請
求
権
ま
た
は
他
の
請
負
人
へ
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
譲
渡
請
求

権
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
請
負
人
を
給
付
困
難
か
ら
解
放
し

た
と
い
う
。

ド
民
六
四
五
条
一
項
「
注
文
者
の
提
供
し
た
材
料
の
取
抗
に
よ
り
、
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ま
た
は
実
行
に
つ
き
注
文
者
が
与
え
た
指
図
に
よ
り
仕
事
が
引
取

前
に
滅
失
し
、
致
損
し
、
ま
た
は
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
に
お
い
て
、
請
負
人
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
共
働

し
な
か
っ
た
と
き
は
、
請
負
人
は
す
で
に
な
し
た
労
務
に
相
当
す

る
報
酬
の
部
分
及
び
報
酬
に
含
ま
れ
な
い
費
用
の
償
還
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
契
約
が
六
三
四
条
に
よ
り
消
滅
す
る
と
き
も

同
様
で
あ
る
。
」

(
4
)
原
始
的
主
観
的
不
能
が
契
約
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
し
て
、
椿
H

右
近
編
・
前
掲
書
(
注
1
)

一
八
五
頁
参
照
。
主
観
的
不
能
及
び

客
観
的
不
能
の
区
別
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
も
の
と
し
て
、

〈
聞
こ
孟
巾
門
口
円
巴
印
・
∞
門
町
三
己
同
-
m
n
E
円
円
司
〉
]-mmHH
戸
市
宮
市
『
叶
2
f
ω
〉
口
町
}
よ

(
F
E
R
E
S
-
同

ω∞∞)・

ω
回。寸・

(
5
)
コ
ラ

1
は
、
第
二
委
員
会
も
ド
民
三

O
七
条
に
関
し
て
類
似
の

見
解
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
(
〈
包
句
『
三
兵
三
一
内
含
「
同

o
g
E
g
-
s

向。『品目巾

N

耳
包
片
町
戸
内
印
己
口
間

ι
四
日
開
口
寸
君
己
ユ
印
品
町
田
切
己
『
伺
巾
ユ
H
n
F
巾口

。巾凹巾片
N

『ロ円『巾
my

∞巳・戸〔∞巾『
Z
P
H
∞
∞
∞
〕
岨
印
品
印
ω
)
。

ド
民
三

O
七
条
二
項
「
不
能
な
給
付
を
目
的
と
す
る
契
約
の
締

結
に
際
し
て
給
付
の
不
能
を
知
り
、
ま
た
は
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い

者
は
、
相
手
方
が
そ
の
契
約
が
有
効
で
あ
る
と
信
じ
た
た
め
に
被

る
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
う
。
た
だ
し
、
相
手
方
が
契
約
が

有
効
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
有
し
た
利
益
の
額
を
越
え
な
い
。
相
手

方
が
不
能
を
知
り
、
ま
た
は
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
賠
償

義
務
は
生
じ
な
い
。
」

(
6
)
こ
の
場
合
に
は
、
本
来
な
ら
ば
ド
民
三

O
六
条
が
適
用
さ
れ
る

は
ず
で
あ
る
が
、
コ
ラ
l
は
、
こ
こ
で
は
ド
民
三

O
六
条
の
適
用

は
制
限
さ
れ
る
と
い
う
。
な
お
、
ド
民
三

O
六
条
に
関
し
て
は
、

第
二
章
、
記

(
9
)
を
参
照
。

(
7
)
〈町一・

2
2佳
品
開
『
巧
巾
「
口
2
・開ハ
O
B
E
g
s
『
N
E
沼
田
口
『
m
m
z
n
z
g

。巾印内庁
N
U
E
n
E
-
H
0
・¥]=〉
E
2
・
(
∞
巾
ユ
5
・
]
戸
。
。
、
吋
)
噌
〈
口
『
間
一
N
J

可印・

〉ロ
HHHNH-
∞-N
∞。

(
8
)
使
用
賃
借
入
の
一
身
上
の
事
由
と
さ
れ
る
の
は
、
た
と
え
ば
、

病
気
、
兵
役
、
転
勤
、
旅
行
、
賃
借
入
の
家
族
の
死
亡
、
自
由
刑

の
受
刑
、
さ
ら
に
、
法
律
で
新
し
い
支
庖
の
設
立
が
禁
止
さ
れ
る

場
合
及
び
契
約
目
的
に
照
ら
し
て
不
能
と
な
る
場
合
な
ど
で
あ
る

(
右
近
健
男
編
『
注
釈
ド
イ
ツ
契
約
法
』
〔
三
省
堂
、
平
成
七
年
〕

二
O
九
頁
〔
鳥
谷
部
茂
執
筆
〕
)
。

ド
民
五
五
二
条
「
使
用
賃
借
入
は
、
そ
の
一
身
上
の
事
由
に
よ

り
自
己
の
有
す
る
使
用
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
、
賃
料
の
支
払
を
免
れ
な
い
。
た
だ
し
、
使
用
賃
貸
人
は
、

節
約
し
た
費
用
及
び
他
の
方
法
に
よ
る
使
用
の
換
価
に
よ
り
取
得

し
た
利
益
の
価
値
を
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
使
用
賃
貸
人
が
、

第
三
者
に
使
用
を
委
ね
る
こ
と
に
よ
り
使
用
賃
貸
人
に
使
用
を
供

与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
問
は
、
使
用
賃
貸
人
は
、
賃
料
の
支
払

義
務
を
負
わ
な
い
。
」

(
9
)
た
と
え
ば
、
コ
ラ
l
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
と
し
て
、
問
。
N

2
・
5
H
(猟
場
の
賃
貸
借
事
件
〔
占
領
当
局
に
よ
る
狩
猟
権
行

北法48(6・241)1547
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使
の
禁
止
の
た
め
に
、
狩
猟
が
不
可
能
と
な
っ
た
事
案
〕
)
を
あ
げ

る。

(
叩
)
ド
民
六
四
四
条
一
項
二
文
「
注
文
者
の
提
供
し
た
材
料
の
偶
発

の
滅
失
及
び
致
損
に
対
し
て
、
請
負
人
は
責
任
を
負
わ
な
い
。
」

(
日
)
た
と
え
ば
、
コ
ラ
l
は
、
例
と
し
て
、
∞
の
百
円
∞
0

・
E
(天
然

痘
事
件
〔
家
族
旅
行
に
お
い
て
、
旅
行
目
的
国
が
天
然
痘
の
予
防

接
種
を
入
国
者
に
義
務
づ
け
た
が
、
家
族
の
一
人
が
気
管
支
炎
の

た
め
に
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
旅
行
が
不
可
能

に
な
っ
た
事
案
〕
)
を
あ
げ
る
。

(
ロ
)
も
っ
と
も
、
∞
の
回
一
S
0・
E
は
、
ド
民
六
四
五
条
一
一
環
に
よ
っ

て
す
で
に
な
さ
れ
た
給
付
の
割
合
に
応
じ
て
報
酬
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
。

ド
民
三
二
四
条
一
項
「
双
務
契
約
に
基
づ
い
て
当
事
者
の
一
方

に
義
務
づ
け
ら
れ
た
給
付
が
、
相
手
方
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由

に
よ
っ
て
不
能
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
当
事
者
は
、
反
対
給
付
請

求
権
を
失
わ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
当
事
者
が
給
付
を
免
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
節
約
し
、
も
し
く
は
他
に
労
働
力
を
用
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
取
得
し
、
ま
た
は
悪
意
で
取
得
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
も
の

を
控
除
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
」

(
日
)
ド
民
四
四
六
条
一
項
「
売
買
呂
的
物
の
引
渡
と
同
時
に
、
そ
の

偶
発
の
滅
失
及
び
致
損
の
危
険
は
、
買
主
に
移
転
す
る
。
そ
の
引

渡
の
時
か
ら
収
益
は
、
買
主
に
移
転
し
、
買
主
は
物
の
負
担
を
負

、司ノ。」

二
項
「
土
地
ま
た
は
登
記
さ
れ
た
船
舶
も
し
く
は
建
造
中
の
船

舶
の
買
主
が
、
引
渡
前
に
所
有
者
と
し
て
土
地
登
記
簿
、
船
舶
登

記
簿
、
建
造
中
船
舶
登
記
簿
に
登
記
し
た
と
き
は
、
前
項
の
効
力
は
、

登
記
の
時
か
ら
生
ず
る
。
L

ド
民
四
四
七
条
一
項
「
売
主
が
買
主
の
請
求
に
よ
り
売
買
目
的

物
を
履
行
地
以
外
の
場
所
に
送
付
し
た
場
合
に
は
、
売
主
が
、
運

送
取
扱
入
、
運
送
人
ま
た
は
そ
の
他
運
送
の
実
行
に
つ
き
定
め
ら

れ
た
者
も
し
く
は
機
関
に
、
そ
の
物
を
引
き
渡
し
た
時
か
ら
、
危

険
は
買
主
に
移
転
す
る
。
」

(
H
)
保
険
契
約
法
六
九
条
一
項
「
保
険
契
約
者
が
保
険
の
目
的
物
を

譲
渡
し
た
と
き
は
、
取
得
者
は
、
そ
の
所
有
の
聞
に
保
険
関
係
よ

り
生
ず
る
保
険
契
約
者
の
権
利
義
務
に
つ
き
、
譲
渡
人
に
代
位
す

ヲ匂。」

(
日
)
ド
民
四
五
九
条
一
項
「
物
の
売
主
は
、
買
主
に
対
し
、
危
険
が

買
主
に
移
転
し
た
時
に
、
物
に
そ
の
価
値
ま
た
は
通
常
の
使
用
も

し
く
は
契
約
に
よ
っ
て
予
定
さ
れ
た
使
用
に
対
す
る
適
性
を
消
滅

ま
た
は
減
少
さ
せ
る
欠
点
が
な
い
こ
と
に
対
し
て
責
め
を
負
う
。

価
値
ま
た
は
適
性
の
顕
著
で
な
い
減
少
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
」

(
日
)
∞
の
戸
三
者

5
2・印
ω
N
同
一
切
の
戸
巧
F
-
H
S
Y
H
N
E

(
刀
)
河
の
N
S
-
ω
印
。
一
切
の
戸
三
者
巴
寸
ω-HNω
品・

(
日
)
〈
間
一
∞
の
戸
三
者
巴
呂
-
N
ω
2
J
H向
。
』
当
呂
ω
A
T
H
∞∞。

(
四
)
こ
の
点
に
関
し
て
、
椿
H
右
近
編
・
前
掲
書
(
注
4
)
四
六
頁

以
下
参
照
。
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(
却
)
こ
こ
で
、
コ
ラ
l
は
、
例
と
し
て
、
安
U
N
∞戸
N

寸
寸
(
ダ
ン
ス
ホ
l

ル
の
営
業
禁
止
事
件
〔
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
営
む
た
め
に
場
屋
の
賃

貸
借
が
な
さ
れ
た
後
に
、
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
そ
れ
ら
の
営
業
が

禁
止
さ
れ
た
事
案
〕
)
、
町
内

-Z窓
口
弓
・

5
0
ω
F
M
N
N
E
w
-
ω
・2
0

(
戴
冠
式
行
列
事
件
〔
第
三
章
第
二
節
四
(
二
)
参
照
〕
)
を
あ
げ

る。

(
幻
)
ド
民
二
五
四
条
一
項
「
損
害
の
発
生
に
つ
き
被
害
者
の
有
責
性

が
共
働
し
た
と
き
は
、
損
害
賠
償
義
務
及
び
賠
償
の
範
囲
は
、
事

情
特
に
損
害
が
い
か
な
る
範
囲
に
お
い
て
主
と
し
て
い
ず
れ
の
当

事
者
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
か
に
依
る
。
」

(
勾
)
〈
四
三
、
m
w

「叩ロ?の巾出口『帥同庁印肉「己ロ門口白岡市ロロ己〈巾円円円曲四日巾「同ロ-一戸口問

(のの
)
-
N
〉
ロ
ロ
ニ
(
宮
E
ロ円}】巾ロロロ仏国巾ユ
5
・同市
W

印、可)・的印⑦・

(
お
)
こ
こ
で
、
興
味
深
い
の
は
、
債
権
者
の
支
払
義
務
を
認
め
た
最

判
昭
和
二
四
年
五
月
三
二
日
民
集
三
巻
六
号
二
二
六
頁
の
事
案
に

関
し
て
、
学
説
も
、
当
該
事
案
の
事
実
関
係
か
ら
(
簡
易
の
引
渡

が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
て
こ
の
判
決
の
結
論
に
賛
成
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
(
浅
井
清
信
「
特
定
物
売
買
目
的
物
の
滅
失
と

代
金
支
携
の
た
め
に
振
出
さ
れ
た
手
形
債
権
の
効
力
」
『
民
商
』
一
一

六
巻
五
号
〔
昭
和
二
六
年
〕
三
一
一
頁
、
岩
本
軍
平
「
引
渡
不
能

の
要
件
(
特
定
物
売
買
)
」
我
妻
栄
編
『
売
買
(
動
産
)
判
例
百
選
』

〔
有
斐
閣
、
昭
和
四
一
年
〕
八
一
頁
、
内
田
貴
『
民
法
E
債
権
各
論
』

〔
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
九
年
〕
六
七
頁
、
鈴
木
禄
弥
『
債
権

法
講
義
(
三
訂
版
)
』
〔
創
文
社
、
平
成
七
年
〕
二
七
八
頁
、
森
泉

章
「
特
定
物
売
買
の
目
的
物
の
滅
失
と
そ
の
代
金
支
携
の
た
め
に

振
出
さ
れ
た
手
形
債
務
の
効
力
、
手
形
振
出
人
と
手
形
保
証
の
目

的
で
し
た
手
形
裏
書
人
と
に
対
す
る
別
々
の
判
決
を
求
め
る
こ
と

の
可
否
」
『
法
学
』
一
六
巻
四
号
〔
昭
和
二
七
年
〕
五
二
六
頁
)
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
見
解
は
五
三
四
条
の
合
理
性
を
認
め
た
わ
け

で
は
な
く
、
(
簡
易
の
)
引
渡
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
も
そ
も
危
険
負

担
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
し
て
、
判
決
の
結
論
に
賛
成
し
て
い
る
。

(
但
)
コ
ラ
!
の
リ
ス
ク
分
配
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
同
趣
旨
の
批
判
と

し
て
、
〈
問
?
の
口
口
広
戸
ε
ピ丹市

Ez--
〉円
H
V
H

∞
同
(
回
。
∞
同
)
-
m
・H

A
H
m山
一

P
E
E
P
E
F
-
Z
E
s
t
-
N
E
N
H品
。
(
呂
∞

N)
・
ω
H
S
一
君
主
-

d
5
5
8匂『巾円宮口問
2
3・
5
巧
呂
∞
0
・
ω・匂∞
ω
・

(
お
)
〈
間
--C
ロロ門町「
-
m
w
-
m
W

・O
・-∞
H
A抽
出

w-

(
部
)
〈
包
・
4
弓
D
}
戸白・白・
0
-
m
C
∞
ω
・

(
幻
)
こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
の
口
三
2
・白白
0
・
∞
山
ム
め
が

あ
る
。

(
詔
)
〈
包
-
C
E
ロ円

q-
曲目・
0
・-∞山品
mw-

巧
三
円
白
・
白
O
-
∞
ω∞
ω・

(
却
)
安
藤
次
男
「
危
険
負
担
に
お
け
る
債
権
者
主
義
」
『
民
法
学
(
5
)
』

(
有
斐
閣
、
昭
和
五
一
年
)
コ
一
四
頁
、
来
栖
三
郎
『
契
約
法
』
(
有

斐
閣
、
平
成
六
年
)
四
八
三
頁
、
林
良
三
編
『
注
解
判
例
民
法
債

権
法
I
』
(
青
林
書
院
、
昭
和
六
二
年
)
四
二

O
頁
(
今
西
康
人
執

筆
)
、
船
越
隆
司
「
買
主
の
危
険
負
担
法
理
に
対
す
る
考
察
と
再
構

成
(
こ
」
『
判
時
』
一

O
五
O
号
(
昭
和
五
七
年
)
四
頁
、
星
野

英
一
『
民
法
概
論
W
(契
約
)
』
(
良
書
普
及
会
、
昭
和
六
一
年
)

北法48(6・243)1549
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五
六
頁
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
同
趣
旨
の
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と

し
て
、
〈
間

-Eσ
巾

-
-
U即
日

河

巾

円

宮

内

回

目

印

者

R
S
E
E
P
N回
g
p

(
]
「
ロ

σ
5問
問
ロ
・
岡
山
W

印
∞
)
・

ω
-
N
匂

N
-

(
却
)
半
田
吉
信
「
危
険
負
担
」
『
民
法
講
座
第
五
巻
契
約
』
(
有

斐
閣
、
昭
和
六

O
年
)
八
二
頁
参
照
。
類
似
す
る
見
解
と
し
て
、

笠
井
修
「
請
負
契
約
と
危
険
領
域
の
確
定
」
『
成
城
法
学
』
五
一
巻

一
号
(
平
成
八
年
)
一
七
頁
を
参
照
。
保
険
を
危
険
負
担
の
基
準

と
す
る
も
の
と
し
て
、
広
中
俊
雄
『
債
権
各
論
講
義
(
第
六
版
)
』

(
有
斐
閣
、
平
成
七
年
)
二
六
九
頁
、
星
野
・
前
掲
書
(
注
却
)

五
七
頁
が
あ
る
。

(
訂
)
内
田
貴
『
民
法
E
債
権
総
論
・
担
保
物
権
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、

平
成
八
年
)
一
一
一
一
一
貝
、
星
野
英
一
『
民
法
概
論
田
』
(
良
書
普
及
会
、

昭
和
六
三
年
)
五
六
頁
。

(
認
)
た
と
え
ば
、
請
負
契
約
に
お
い
て
五
三
六
条
二
項
と
四
一
五
条

と
の
「
責
ニ
帰
ス
ヘ
キ
事
由
」
を
同
一
の
も
の
で
は
な
く
、
異
な

っ
た
意
味
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
笠

井
・
前
掲
論
文
(
注
却
)
八
九
頁
、
能
見
善
久
「
注
文
者
の
責
に

帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
仕
事
の
完
成
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
お

け
る
請
負
人
の
報
酬
請
求
権
と
利
得
償
還
義
務
」
『
法
協
』
九
五
巻

九
号
(
昭
和
五
三
年
)
一
五
九
凹
頁
が
あ
る
。

(
お
)
最
判
昭
和
五
二
年
二
月
一
一
一
二
日
民
集
一
一
一
一
巻
一
号
七
九
頁
。
な
お
、

こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
能
見
・
前
掲
論
文
(
注
初
)

一
五
九
五
頁
が
あ
る
。

(M)
こ
こ
で
は
、
コ
ラ
l
の
リ
ス
ク
分
配
シ
ス
テ
ム
及
び
分
配
基
準

に
関
し
て
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、
リ
ス
ク
分
配
と
い
う
観
点

か
ら
危
険
負
担
の
問
題
点
を
考
え
る
こ
と
の
当
否
に
関
し
て
は
検

討
し
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
た
し
か
に
、
リ
ス
ク
負
担
(
出

掲
費
用
リ
ス
ク
・
増
加
費
用
リ
ス
ク
等
)
の
問
題
は
危
険
負
担
の

問
題
(
反
対
請
求
権
の
有
無
の
問
題
)
と
は
直
接
関
係
が
な
い
の

で
(
た
と
え
ば
、
こ
れ
は
、
請
負
契
約
に
お
い
て
仕
事
完
成
前
に

目
的
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、

目
的
物
が
完
成
〔
引
渡
〕
さ
れ
て
い
な
い
の
で
報
酬
請
求
権
は
生

じ
な
い
〔
六
三
三
条
〕
。
そ
れ
故
、
危
険
負
担
の
問
題
は
生
じ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
に
請
負
人
が
材
料
の
購
入
等
で
費
用
を
支
出

し
て
い
る
と
き
は
出
掲
費
用
リ
ス
ク
は
生
じ
て
い
る
。
)
、
両
問
題

は
全
く
別
個
の
問
題
で
あ
り
、
リ
ス
ク
分
配
の
観
点
か
ら
危
険
負

担
の
問
題
点
を
考
察
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
も
で

き
己
ヲ
心
。

し
か
し
、
本
稿
で
あ
げ
た
よ
う
な
リ
ス
ク
は
、
通
常
、
現
行
の

危
険
負
担
制
度
と
関
連
し
て
生
ず
る
こ
と
が
多
く
、
両
問
題
を
全

く
別
個
の
問
題
と
し
て
扱
う
の
は
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、

出
掲
費
用
リ
ス
ク
は
、
債
務
者
主
義
に
よ
っ
て
債
務
者
が
報
酬
を

支
払
わ
れ
な
い
た
め
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
し
(
現
に
労
務
給
付

で
は
こ
の
点
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
)
、
債
務
者
の
増
加
費
用
リ

ス
ク
や
債
権
者
が
給
付
を
予
定
し
た
目
的
の
た
め
に
利
用
で
き
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
対
価
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
リ
ス
ク
は
、
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危
険
負
担
が
給
付
不
能
を
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
リ
ス
ク
負
担
が
現
行
の
危
険
負
担
制
度

と
関
連
し
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
危
険
負
担
の
問
題
点

を
考
え
る
上
で
、
リ
ス
ク
負
担
と
い
う
観
点
を
も
考
慮
し
た
解
釈

を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
(
同
趣
旨
の
こ
と
を
指

摘
す
る
も
の
と
し
て
、
瀬
川
信
久
「
危
険
・
リ
ス
ク
|
総
論
」
『
ジ

ユ
リ
ス
ト
』
一
一
一
一
六
号
〔
平
成
一

O
年
〕
一
回
四
頁
が
あ
る
。
)
。

さ
ら
に
、
リ
ス
ク
分
配
と
い
う
観
点
か
ら
の
研
究
で
以
下
の
点

が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ラ

1
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
債
権

者
が
他
の
商
品
で
自
己
の
需
要
を
充
足
で
き
な
い
と
き
は
、
債
権

者
は
需
要
を
充
足
で
き
な
い
結
果
を
負
担
し
、
債
務
者
は
出
掲
費

用
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
契
約
両
当
事
者
は
リ

ス
ク
を
均
等
に
負
担
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
(
第
二
章
第

二
節
一
、
二
参
照
)
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う

な
各
当
事
者
の
リ
ス
ク
の
中
味
に
着
目
し
て
、
契
約
両
当
事
者
が

リ
ス
ク
を
均
等
に
負
担
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
こ

れ
ら
の
リ
ス
ク
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
が

生
ず
る
(
ち
な
み
に
、
こ
の
他
の
場
合
に
は
、
当
事
者
の
一
方
が

リ
ス
ク
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
)
。

も
っ
と
も
、
コ
ラ
!
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
契
約
両
当
事

者
が
リ
ス
ク
を
均
等
に
負
担
し
て
い
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
ま
た
、

彼
が
述
べ
る
よ
う
に
、
債
権
者
が
他
の
商
品
で
自
己
の
需
要
を
充

足
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
稀
で
あ
り

(ω
呂
)
、
仮
に
こ

の
場
合
に
契
約
当
事
者
が
リ
ス
ク
を
均
等
に
負
担
し
て
い
る
と
し

て
も
、
他
の
多
く
の
事
案
に
お
い
て
リ
ス
ク
負
担
の
不
均
衡
の
問

題
は
生
ず
る
の
で
、
コ
ラ
!
の
リ
ス
ク
分
配
と
い
う
観
点
か
ら
の

研
究
の
価
値
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
六
章

日
本
法
の
考
察

第

節

日
本
法
に
お
け
る
リ
ス
ク
分
配
の
実
質
的
な
公
平

コ
ラ

l
の
分
析
視
角
を
通
し
て

こ
こ
ま
で
、
コ
ラ
ー
に
よ
る
ド
民
三
二
三
条
一
項
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配

の
問
題
点
の
指
摘
及
び
そ
の
修
正
の
試
み
を
概
観
し
て
き
た
。
し
か
し
、

本
稿
が
日
本
法
を
考
察
の
対
象
と
す
る
以
上
、
日
本
法
に
立
ち
返
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
上
見
て
き
た
コ
ラ

l
の
所
説
と
そ
の
検
討
を
踏
ま

え
て
、
本
章
で
は
日
本
法
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
日
本
法
に
よ
る
リ
ス
ク

分
配
に
お
い
て
実
質
的
な
公
平
が
如
何
な
る
程
度
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
を

検
討
す
る
。
日
本
法
が
ド
イ
ツ
民
法
と
異
な
り
リ
ス
ク
分
配
に
お
い
て
形

式
的
に
だ
け
で
は
な
く
、
実
質
的
に
も
公
平
で
あ
る
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
で

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
リ
ス
ク
分
配
の
問
題
は
、
そ
も
そ
も
わ
が
国
で
は

生
じ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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五
三
六
条
一
項
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
の
公
平

ド
民
三
二
三
条
一
項
と
類
似
す
る
五
三
六
条
一
項
は
、
リ
ス
ク
分
配
の

た
め
に
双
方
の
「
責
ニ
帰
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
由
L

つ
ま
り
「
帰
責
事
由
」

及
び
「
債
務
ヲ
履
行
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
」
こ
と
、
つ
ま
り
「
履
行
不
能
」

を
中
心
的
な
要
件
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
履
行
不
能
L

を
要
件

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
ラ
ー
が
ド
民
三
二
三
条
一
項
に
よ
る
リ
ス
ク

分
配
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
議
論
が
こ
こ
に
も
当
て
は
ま

(I) 
る
。
債
務
者
は
、
自
己
の
給
付
が
不
能
に
な
ら
な
い
限
り
、
給
付
困
難
リ

ス
ク
ま
た
は
費
用
増
加
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、

給
付
が
不
能
に
な
る
と
き
は
、
債
務
者
は
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
免
れ
る
反

面
、
債
権
者
か
ら
反
対
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
に
、
自
己
が
給
付
の

た
め
に
出
損
し
た
費
用
が
無
駄
に
な
る
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
債
権
者
は
履
行
不
能
に
な
ら
な
い
限
り
、
自
己
に

と
っ
て
も
は
や
債
務
者
の
給
付
が
無
益
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
給
付

に
対
し
て
対
価
を
支
払
う
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、

給
付
が
不
能
に
な
る
と
き
は
、
債
権
者
は
そ
の
リ
ス
ク
を
免
れ
る
反
面
、

自
己
の
需
要
が
充
足
さ
れ
な
い
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
ド
民
三
二
三
条
一
項
と
同
様
に
、
五
三
六
条
一
項
も
リ
ス

ク
を
契
約
当
事
者
に
寸
均
等
」
に
分
配
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
ド
民
三
二
三
条
一
項
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
場
合
に
も
債
務

者
の
給
付
が
不
能
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
債
権
者
が
自

己
の
需
要
の
充
足
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

な
い
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
が
他
の
商
品
で
自
己
の
需
要
を
充
足
で
き
る

と
き
は
、
債
権
者
は
債
務
者
に
支
払
う
は
ず
で
あ
っ
た
金
銭
で
他
か
ら
そ

れ
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
債
権
者
は
自
己
の
需
要
を

充
足
で
き
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

家
屋
の
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
雨
当
事
者
の
責
め
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事

由
に
よ
っ
て
賃
貸
人
の
義
務
の
履
行
(
家
屋
の
賃
貸
)
が
不
能
に
な
っ
た

と
き
は
、
五
三
六
条
一
項
に
よ
っ
て
、
賃
借
入
は
賃
料
の
支
払
義
務
を
免

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
に
、
賃
借
入
は
必
ず
し
も
家
屋
の
賃
借

を
断
念
す
る
必
要
は
な
く
、
他
の
者
か
ら
家
屋
を
賃
借
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
ま
た
、
家
屋
建
築
の
請
負
契
約
に
お
い
て
請
負
人
が
け
が
を
し
て
建

築
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
注
文
者
は
こ
の
場
合
に
他
の
請
負
人

に
仕
事
を
発
注
し
、
家
屋
を
建
築
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

そ
れ
故
、
五
三
六
条
一
項
に
従
う
と
き
は
、
ド
民
三
二
三
条
一
項
に
関

し
て
コ
ラ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
本
法
に
お
い
て
も
契
約
当
事
者
が

リ
ス
ク
が
現
実
化
し
た
と
き
の
結
果
を
均
等
に
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
は

(
2
)
 

必
ず
し
も
一
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
債
務
者
主
義
に
よ
る
契
約
当
事
者
の
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク

負
担
の
不
均
衡
の
問
題
に
関
し
て
直
接
触
れ
る
学
説
・
判
例
は
、
わ
が
国
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で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
学
説
は
双

(
3
)
 

務
契
約
に
お
け
る
両
債
務
の
対
価
的
牽
連
関
係
を
問
題
と
し
て
お
り
、
リ

(
4
)
 

ス
ク
分
配
の
観
点
か
ら
考
察
を
行
う
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
も

っ
と
も
、
第
一
章
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
学
説
・
判
例
に
は
労
働
契
約

及
び
請
負
契
約
に
お
い
て
五
三
六
条
一
項
の
形
式
的
な
適
用
に
よ
る
結
論

(5) 

の
不
合
理
さ
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
起
草
者
の
法
典
調
査
会
で
の

議
論
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
こ
で
は
債
務
者
の
出
揖
費
用
の
負
担
に
関
す

る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

債
務
者
の
出
揖
費
用
の
問
題
に
関
し
て
、
旧
民
法
は
、
「
債
務
者
カ
履

行
ノ
不
能
ニ
因
リ
テ
義
務
ヲ
免
カ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
債
務
者
ハ
己
レ
ノ
受

取
ル
可
キ
対
価
ニ
付
テ
ハ
其
履
行
ノ
為
ノ
既
ニ
出
拐
シ
タ
ル
限
度
ニ
於
テ

ノ
ミ
権
利
ヲ
有
ス
」
(
財
産
編
第
五
四
二
条
)
と
規
定
し
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
規
定
は
現
行
法
に
は
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
関

し
て
、
富
井
博
士
は
、
原
案
第
五
三
三
条
(
現
行
五
コ
一
六
条
)
の
議
論
に

お
い
て
、
日
本
民
法
に
お
い
て
債
務
者
に
出
摘
の
限
度
に
お
け
る
請
求
権

(
6
)
 

を
認
め
な
い
こ
と
の
説
明
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
債
務
者
に
出
拐
の
限
度
に
お
け
る
請
求
権
を
認
め
る
と
い
う
規
定
は

公
平
な
規
定
の
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
よ
く
考
え
る
と
余
程
図
る
こ
と

が
多
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
債
務
者
が
費
用
を
費
や
し
た
場
合
に
、
「
一

文
モ
償
ヒ
カ
取
レ
ヌ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ハ
む
ご
い
ヤ
ウ
テ
ハ
ア
リ
マ
ス

ケ
レ
ト
モ
先
ツ
多
ク
ノ
場
合
ニ
於
イ
テ
ハ
丸
損
ニ
ハ
為
ラ
ヌ
」
と
し
、
反

対
に
、
そ
の
よ
う
な
費
用
の
計
算
は
余
程
煩
わ
し
い
と
い
う
。
そ
れ
故
、

「
然
ウ
云
フ
事
ハ
初
メ
カ
ラ
法
律
ノ
規
定
ト
シ
テ
債
務
者
カ
諦
メ
ル
ト
云

フ
コ
ト
ニ
シ
夕
方
カ
宜
シ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
即
チ
履
行
ノ
不
能
カ
生
シ
タ
ト

キ
ハ
反
対
給
付
ヲ
失
ツ
テ
仕
舞
フ
夫
レ
カ
為
メ
ニ
銭
ヲ
掛
ケ
タ
ト
云
フ
事

カ
ア
レ
ハ
夫
レ
ハ
夫
レ
丈
ケ
ノ
損
ニ
為
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
切
ツ
パ
リ
極
メ

テ
仕
舞
ツ
夕
方
カ
宜
ク
ハ
ナ
イ
カ
L

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
説
明
に
対
し
、
井
上
博
士
一
は
、
費
用
の
計
算
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
で

(
7
)
 

は
な
く
、
そ
の
返
還
を
認
め
た
方
が
公
平
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
富

井
博
士
は
、
そ
の
よ
う
に
費
用
が
計
算
で
き
る
の
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
む

し
ろ
計
算
が
困
難
な
場
合
が
多
く
、
し
か
も
、
建
築
の
た
め
に
材
木
を
買

い
置
く
請
負
人
は
、
そ
れ
を
他
に
売
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
丸
損
に
は
な

ら
ず
、
さ
ら
に
、
そ
の
材
木
が
焼
け
た
場
合
に
は
、
債
務
者
は
実
に
気
の

毒
で
あ
る
と
述
べ
な
が
ら
も
、
履
行
の
責
め
の
あ
る
者
に
全
部
責
任
を
負

わ
せ
た
方
が
よ
い
と
し
、
「
何
ウ
シ
テ
モ
偶
カ
ラ
隅
マ
テ
満
足
ヲ
与
エ
ル

(
8
)
 

コ
ト
ハ
到
底
出
来
ナ
イ
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
、

梅
博
士
は
、
材
料
が
焼
失
し
た
事
案
に
関
し
て
、
そ
の
材
木
が
当
該
注
文

者
の
建
築
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
ま
だ
わ
か
ら
な
い
と
き
に
、

(
9
)
 

そ
の
滅
失
の
危
険
を
当
該
注
文
者
に
負
わ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
さ
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ら
に
、
完
成
し
た
が
引
渡
が
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
焼
失
し
た
場

合
の
問
題
に
関
し
て
、
梅
博
士
は
、
「
成
程
実
際
-
一
一
於
テ
現
ニ
建
テ
掛
ケ

タ
材
木
ヲ
引
抜
テ
外
一
一
持
ツ
テ
往
ク
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
事
モ
ア
リ
マ
ス
マ
イ

ガ
乍
併
材
木
ガ
若
シ
非
常
ニ
高
ク
為
ツ
タ
ナ
ラ
ハ
夫
レ
ヲ
脇
ニ
持
ツ
テ
往

(
凶
)

ツ
テ
売
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
事
モ
ア
リ
得
ル
」
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
起
草
者
の
議
論
か
ら
、
起
草
者
は
、
債
務
者
が
給
付
の
た
め
に

出
指
し
た
費
用
が
無
駄
に
な
る
リ
ス
ク
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
富
井
博
士
は
リ
ス
ク
と
利
益
と
の
一
致
及
び
コ
ラ
ー
が
言
う
と

こ
ろ
の
規
定
の
実
用
性
を
重
視
し
、
リ
ス
ク
を
債
務
者
に
負
担
さ
せ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
梅
博
士
は
リ
ス
ク
と
利
益
と
の
一
致
か
ら
債
務
者

に
リ
ス
ク
を
負
担
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で

指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
起
草
者
は
、
債
務
者
主
義
の
形
式
的
な
適
用

が
あ
ら
ゆ
る
事
案
に
お
い
て
妥
当
な
解
決
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
形
式

的
な
適
用
か
ら
生
ず
る
結
論
の
不
合
理
さ
を
是
正
す
る
見
解
は
、
規
定
の

実
用
性
を
重
視
し
た
た
め
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
故
、
コ
ラ
l
が
指
摘
す
る
ド
民
一
一
一
二
三
条
一
項
に
よ
る
リ
ス
ク
分

配
の
問
題
点
で
あ
る
、
実
質
的
な
公
平
よ
り
も
規
定
の
実
用
性
を
重
視
す

る
と
い
う
傾
向
は
、
わ
が
悶
の
五
三
六
条
一
項
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
に
も

当
て
は
ま
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
五
三
六
条
一
項
に
よ
る
危
険
負
担
及
び
リ

ス
ク
分
配
が
た
だ
ち
に
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ

れ
る
。
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、
コ
ラ
!
の
リ
ス
ク
分
配
基
準
に
よ
る

(
日
)

リ
ス
ク
分
配
の
結
果
は
別
と
し
て
も
、
通
常
、
債
務
者
は
目
的
物
に
差
し

迫
る
リ
ス
ク
を
債
権
者
よ
り
も
よ
く
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
リ
ス

(ロ)

ク
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
起
草
者
(
梅
博
士
)
の
見

解
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
目
的
物
の
特
定
以
前
に
は
給
付
目
的
物
が
確
定

し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
当
該
債
権
者
に
給
付
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
に
、

給
付
不
能
か
ら
生
ず
る
リ
ス
ク
を
当
該
債
権
者
に
負
担
さ
せ
る
の
は
妥
当

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

結
局
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
学
説
が
あ
げ
る
債
務
者
主
義
の
理

由
づ
け
、
す
な
わ
ち
、
債
務
者
主
義
が
当
事
者
意
思
に
適
い
、
公
平
で
妥

当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
果
た
し
て
債
務
者
主
義
の
理
由
づ
け
と
し
て

適
切
な
も
の
で
あ
る
か
を
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、
債
務
者
主
義
の
形
式

的
な
適
用
が
常
に
適
切
な
リ
ス
ク
分
配
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
も
な
お
検

(
日
)

討
を
要
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

北法48(6・248)1554

五
三
四
条
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
の
公
平

五
三
四
条
一
項
は
特
定
物
に
関
す
る
物
権
の
設
定
ま
た
は
移
転
を
目
的
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と
す
る
双
務
契
約
に
お
い
て
債
権
者
主
義
を
と
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き

な
の
は
、
債
務
者
主
義
の
検
討
に
よ
っ
て
、
物
給
付
・
労
務
給
付
の
債
務

者
は
、
反
対
給
付
と
し
て
金
銭
の
支
払
義
務
を
負
う
債
権
者
よ
り
も
多
く

の
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ

て
た
だ
ち
に
債
権
者
主
義
が
正
当
化
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
た
し
か
に
、
物
給
付
・
労
務
給
付
の
債
務
者
が
、
債
権
者
よ
り

も
多
く
の
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
債
権
者
に
反
対
給
付
義
務

を
履
行
さ
せ
て
契
約
当
事
者
間
の
リ
ス
ク
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
で
も
契
約
当
事
者
は

リ
ス
ク
を
均
等
に
負
担
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
す

な
わ
ち
、
債
権
者
主
義
を
と
る
場
合
に
、
た
と
え
ば
、
目
的
物
が
債
務
者

の
責
め
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
っ
て
滅
失
す
る
と
き
は
、
債
権
者

は
目
的
物
を
利
用
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
ま
り
、
自
己
の
需
要

を
充
足
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
対
価
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
対
し
、
債
務
者
は
、
こ
の
場
合
に
は
対
価
が
支
払
わ
れ
る
た

め
に
、
債
務
者
主
義
の
場
合
と
異
な
り
、
対
価
が
支
払
わ
れ
な
い
た
め
に

出
摘
し
た
費
用
が
無
駄
に
な
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
負
担
せ
ず
、
か
つ
自
己

の
需
要
も
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
主
義
に
従

う
と
き
は
、
債
権
者
は
よ
り
多
く
の
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
に
も
債
権
者
が
他
の
商
品
で
自
己
の
需
要
を
充
足

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
債
権
者
は
他
か
ら
そ
れ
を
調
達
す
る
と
い

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
債
務
者
主
義
の
場
合
と
異
な
り
、
こ

の
場
合
に
は
給
付
目
的
物
が
滅
失
し
て
も
、
債
権
者
は
自
己
の
反
対
給
付

義
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
が
他
か
ら

同
種
の
目
的
物
を
調
達
す
る
と
き
に
支
払
う
金
銭
は
、
債
務
者
主
義
の
場

合
と
異
な
り
、
債
務
者
に
支
払
う
は
ず
で
あ
っ
た
金
銭
で
は
な
い
の
で
あ

る。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
特
定
物
に
関
す
る
物
権
の
設
定
ま
た
は
移
転
を
目

的
と
す
る
双
務
契
約
に
関
し
て
債
権
者
主
義
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
契
約

当
事
者
は
リ
ス
ク
を
均
等
に
負
担
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
に
通
説
が
述
べ
る
よ
う
に
危
険
負
担
の
移
転
時

期
を
ず
ら
す
と
き
は
、
こ
の
結
論
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
だ
ろ
う
か
。
ま

ず
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
通
説
が

い
う
と
こ
ろ
の
目
的
物
の
「
実
質
的
支
配
」
と
は
何
を
意
味
す
る
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
学
説
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
し
て

い
な
い
の
で
不
明
な
点
が
残
る
が
、
債
権
者
主
義
の
批
判
に
お
け
る
「
観

念
的
な
所
有
権
の
移
転
で
は
足
り
な
い
」
と
い
う
批
判
か
ら
す
る
と
、
占

有
面
に
着
目
し
た
現
実
の
管
理
可
能
性
の
債
権
者
へ
の
移
転
の
事
実
で
も

っ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
金
銭
支
払
時
や
登
記
移
転
時
で
は

~ti去48(6 ・ 249) 1555 
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十
分
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
金
銭
支
払
時
・
登
記
移

転
時
と
観
念
的
所
有
権
が
移
転
し
た
場
合
と
で
は
債
権
者
が
目
的
物
を
利

用
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
反
対
給
付
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
状
況
は
異
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
危
険
負
担
の

移
転
時
期
を
目
的
物
の
引
渡
時
と
す
る
見
解
に
よ
る
と
き
に
状
況
が
ど
う

変
わ
る
か
を
検
討
す
る
。
目
的
物
が
引
渡
以
前
に
滅
失
す
る
と
き
は
、
債

権
者
は
対
価
の
支
払
義
務
を
免
れ
る
。
し
か
し
、
目
的
物
の
滅
失
に
よ
っ

て
、
債
権
者
は
自
己
の
需
要
を
充
足
で
き
な
い
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
。
こ

れ
を
債
務
者
の
側
か
ら
考
察
す
る
と
、
こ
の
場
合
に
、
債
務
者
は
自
己
の

給
付
義
務
を
免
れ
る
。
し
か
し
、
対
価
が
支
払
わ
れ
な
い
た
め
に
自
己
の

こ
れ
ま
で
給
付
の
た
め
に
出
摘
し
た
費
用
が
無
駄
に
な
る
リ
ス
ク
を
負
担

す
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
場
合
、
一
見
す
る
と
債
務
者
主
義
を
と
る
場

合
と
類
似
し
た
状
況
が
生
じ
、
契
約
当
事
者
は
リ
ス
ク
を
均
等
に
負
担
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
も
問
題
が
生
ず
る
。

た
と
え
ば
、
特
定
物
売
買
に
お
い
て
給
付
目
的
物
が
滅
失
し
た
と
し
て
も
、

そ
の
こ
と
は
た
だ
ち
に
、
債
権
者
が
自
己
の
需
要
の
充
足
を
断
念
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
目
的
物
が

滅
失
し
た
と
し
て
も
、
他
の
同
種
の
目
的
物
が
存
在
す
る
と
き
は
、
債
権

者
は
他
か
ら
そ
れ
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
見

解
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
は
債
務
者
に
支
払
う
は
ず
だ
っ
た
金
銭
を
他
か
ら

の
目
的
物
の
調
達
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
に
対
し
、
こ
の
場
合
に
債
務
者
は
、
対
価
が
支
払
わ
れ
な
い
た
め
に
自

己
が
こ
れ
ま
で
に
出
摘
し
た
費
用
が
無
駄
に
な
る
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
。

こ
の
よ
う
な
結
論
は
債
務
者
主
義
の
検
討
に
お
い
て
得
ら
れ
た
結
論
と
ほ

ぼ
同
様
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
場
合
に
も
こ
の
よ
う
な
見
解
を
と

る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
の
か
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
し
か
も
、
五
三
六
条
一
項
に
お
い
て
は
、
法
律
の
規
定
が
あ
る
の
で
、

債
務
者
に
出
拐
費
用
が
無
駄
に
な
る
リ
ス
ク
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
是
認

で
き
る
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が
な
い
場
合
に
も
債
務
者
に
こ
の

よ
う
な
リ
ス
ク
を
負
担
さ
せ
て
よ
い
か
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
し
、
ま

た
そ
れ
を
肯
定
す
る
と
し
て
も
、
な
ぜ
債
務
者
に
そ
れ
を
負
担
さ
せ
る
こ

(
日
)

と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
の
理
由
づ
け
が
必
要
と
な
る
と
解
さ
れ
る
。
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第

節

今
後
の
課
題

l
ま
と
め
に
代
え
て

金
銭
給
付
と
物
給
付
・
行
為
給
付
と
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
の

考
察
の
必
要
性

従
来
危
険
負
担
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
、
物
給
付
に
対
す
る
行
為
給

付
の
特
殊
性
が
危
険
負
担
の
問
題
へ
与
え
る
影
響
を
扱
っ
た
学
説
は
あ
る

(
時
)

が
、
通
常
の
交
換
契
約
に
お
い
て
は
物
給
付
・
行
為
給
付
に
対
し
て
、
金
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(
げ
)

銭
給
付
が
な
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
直

(
鴎
)

接
比
較
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
故
、
当
事
者
の
一
方

が
物
給
付
ま
た
は
労
務
給
付
の
義
務
を
負
い
、
相
手
方
が
金
銭
給
付
の
義

務
を
負
う
と
い
う
こ
と
が
、
危
険
負
担
の
問
題
あ
る
い
は
解
釈
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
本
稿
の
考
察

に
お
い
て
、
金
銭
は
他
に
容
易
に
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
反

対
給
付
と
し
て
金
銭
給
付
義
務
を
負
う
債
権
者
は
、
比
較
的
自
己
の
需
要

を
充
足
で
き
な
い
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
こ
と
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、

債
務
者
主
義
の
も
と
で
は
、
物
給
付
・
行
為
給
付
の
債
務
者
は
反
対
給
付

と
し
て
金
銭
給
付
の
義
務
を
負
う
債
権
者
よ
り
も
通
常
多
く
の
リ
ス
ク
を

(
刊
)

負
担
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
従
来
の
学
説
は
、

債
務
者
主
義
(
五
三
六
条
一
項
)
が
公
平
で
妥
当
で
あ
る
と
い
う
が
、
果

た
し
て
債
務
者
主
義
を
適
用
す
る
こ
と
が
公
平
で
妥
当
で
あ
る
の
か
を
改

め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
債
務
者
主
義
が
当
事
者
意
思
に
適
う
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、

た
し
か
に
、
債
権
者
は
債
務
者
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
そ
れ
が
得
ら
れ
な
い
以
上
、
自
己
も
給
付
を
し
た
く
な
い
と
思
う
こ

と
も
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
限
り
で
は
債
務
者
主
義
は
当
事
者
意
思
に
適
う

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
債
務
者
は
、
自
己
の

給
付
を
な
さ
な
く
て
も
相
手
方
の
給
付
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら

ば
|
|
た
と
え
ば
、
債
権
者
主
義
を
と
っ
た
場
合
の
よ
う
に
|
|
そ
う

し
た
い
と
思
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
債
務
者
の
目
的
は

自
己
の
給
付
を
な
す
こ
と
で
は
な
く
、
反
対
給
付
(
金
銭
給
付
)
を
得
る

(
却
)

こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
債
務
者
主
義
が
債
務
者

の
意
思
に
適
う
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
債
務
者
主
義
の
根

拠
を
当
事
者
意
思
に
求
め
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
も
改
め
て
検

討
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
債
務
者
主
義
を
形
式
的
に
適
用
す
る
こ
と
が
、
当

事
者
意
思
に
適
う
か
ど
う
か
、
ま
た
公
平
で
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
は
改

め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
検
討

を
通
し
て
、
債
務
者
主
義
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
が
あ
る
事
案
に
お
い
て
は

妥
当
な
解
決
を
も
た
ら
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
事

案
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
解
決
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
検
討

(
幻
)

す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

牽
連
関
係
に
関
し
て

さ
ら
に
、
学
説
は
、
債
務
者
主
義
の
他
の
理
由
づ
け
と
し
て
、
双
務
契

約
に
お
け
る
両
債
務
の
牽
連
関
係
を
あ
げ
る
の
で
、
本
稿
で
は
直
接
牽
連

関
係
に
関
し
て
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
簡
単
に
そ
の
問
題
点
に

北法48(6・251)1557 
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つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
主
義
の
理
由
づ
け
を
両
債
務

の
牽
連
関
係
に
求
め
る
場
合
に
は
、
双
務
契
約
に
お
い
て
両
債
務
が
牽
連

関
係
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
が
法
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
と

(
勾
)

い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
双
務
契
約
に
お
け
る
両
債
務
が
牽

連
関
係
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
法
的
に
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
の
か

と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
牽
連
関
係
に
関
し
て
、
学
説
は
、
双
務
契
約
の
各
当
事
者
の
負
担
す

る
債
務
は
互
い
に
対
価
的
な
意
義
の
あ
る
も
の
だ
か
ら
、
各
債
務
の
間
に

(
お
)

は
特
殊
な
牽
連
関
係
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
牽
連
関

係
を
認
め
る
根
拠
と
し
て
、
民
法
が
履
行
上
の
牽
連
関
係
(
同
時
履
行
の

抗
弁
)
と
存
続
上
の
牽
連
関
係
(
危
険
負
担
)
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
あ
げ
る
。
も
っ
と
も
、
五
三
六
条
一
項
の
事
案
に
お
い
て

は
、
他
方
の
債
務
の
消
滅
の
効
果
は
直
接
五
三
六
条
一
項
か
ら
導
き
う
る

の
で
、
牽
連
関
係
が
い
か
な
る
も
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
く
と
も
そ
れ
ほ

ど
問
題
と
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
こ
の
問
題
は
五
三
四
条
の
批
判

を
牽
連
関
係
に
求
め
る
と
き
に
明
ら
か
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
五
三
四
条

の
批
判
を
牽
連
関
係
に
求
め
る
と
き
は
、
双
務
契
約
に
お
け
る
両
債
務
に

は
牽
連
関
係
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
認
め
な
い
五
三
四
条

(M) 

は
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
五
三
四

条
の
文
言
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
同
条
は
牽
連
関
係
を
認
め
な
か
っ
た
と

(
お
)

解
さ
れ
る
の
で
、
五
三
四
条
の
適
用
さ
れ
る
事
案
に
お
い
て
牽
連
関
係
を

認
め
よ
う
と
す
る
考
え
が
、
五
三
四
条
の
「
解
釈
論
」
と
し
て
成
り
立
つ

か
は
疑
問
で
あ
る
し
、
ま
た
、
牽
連
関
係
と
い
う
不
明
確
な
概
念
に
も
と

づ
い
て
五
三
一
四
条
の
問
題
点
を
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
か
は
な
お

疑
問
が
残
る
。
そ
れ
故
、
牽
連
関
係
の
検
討
に
よ
っ
て
牽
連
関
係
が
法
的

に
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
が
確
か
め
ら
れ
な
い
う
ち
は
、
我
々
が
す

べ
き
こ
と
は
、
牽
連
関
係
の
有
無
を
前
提
と
せ
ず
に
、
五
三
四
条
な
い
し

五
三
六
条
の
規
定
に
従
っ
て
解
釈
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
法
律
の
規
定
に
よ
ら
ず
に
、
牽
連
関
係
の
み
に
よ
っ
て
解
釈
を
す
る

こ
と
は
、
「
解
釈
論
」
と
し
て
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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債
権
者
主
義
に
関
し
て

債
権
者
主
義
に
関
し
て
は
、
本
稿
の
考
察
に
よ
っ
て
も
そ
の
結
論
の
合

理
性
は
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
危
険

の
移
転
時
期
を
ず
ら
す
と
い
う
解
決
が
な
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
本
稿
の
考
察
か
ら
危
険
の
移
転
時
期
を
ず
ら
す
と
い

う
解
決
は
な
お
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
(
本
章
第
一
節
三
参
照
)
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
危
険
の
移
転

時
期
を
ず
ら
す
と
い
う
解
決
が
適
切
な
解
決
を
も
た
ら
す
か
も
な
お
疑
問

が
残
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
特
に
、
判
例
の
状
況
に
か
ん
が
み
て
、
第
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五
章
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
債
権
者
主
義
の
一
般
的
な

修
正
の
必
要
性
を
認
め
る
べ
き
か
ど
う
か
に
関
し
て
も
現
在
の
と
こ
ろ
疑

問
が
残
る
。
さ
ら
に
、
個
別
的
な
事
案
に
目
を
向
け
る
と
、
第
五
章
第
二

節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
五
三
四
条
の
適
用
に
よ
っ
て
債
権
者
の
反
対
給
付

義
務
を
認
め
た
判
決
の
事
案
に
お
い
て
、
学
説
は
簡
易
の
引
渡
を
認
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
債
権
者
主
義
の
適
用
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
。
そ
う
す
る

と
、
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
一
般
的
に
債
権
者
主
義
の
適
用
を
制
限
し
な

く
と
も
、
個
々
の
具
体
的
な
事
案
の
事
実
関
係
を
考
慮
し
て
解
釈
す
る
こ

と
で
債
権
者
主
義
の
適
用
を
制
限
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
す
る
と
、
今
後
は
、
債
権
者
主
義
に
よ
る
危

険
負
担
か
、
あ
る
い
は
債
務
者
主
義
に
よ
る
危
険
負
担
か
と
い
う
個
別
事

案
を
離
れ
た
一
般
的
・
抽
象
的
な
解
決
の
方
法
を
考
え
る
の
で
は
な
く

|
こ
の
こ
と
は
債
権
者
主
義
の
適
用
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
見
解
に
も

当
て
は
ま
る
|
、
ま
ず
初
め
に
個
別
具
体
的
な
事
案
ご
と
に
、
当
該
事

案
の
事
実
関
係
の
も
と
で
、
危
険
負
担
の
問
題
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必

(
閉
じ

要
で
は
な
い
か
と
解
さ
れ
る
。

債
権
者
主
義
の
適
用
範
囲
の
制
限
に
関
し
て

さ
ら
に
、
債
権
者
主
義
の
適
用
範
囲
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
見
解
に
関

四

し
て
は
、
債
務
者
主
義
の
検
討
で
わ
か
っ
た
問
題
が
ほ
ぼ
当
て
は
ま
る
。

す
な
わ
ち
、
特
に
債
務
者
の
出
指
費
用
の
問
題
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
よ

う
な
債
権
者
主
義
の
適
用
範
囲
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
見
解
に
よ
る
解
決

が
、
は
た
し
て
公
平
で
妥
当
な
結
論
を
も
た
ら
す
か
は
改
め
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
場
合
に
は
、

五
三
六
条
一
項
の
場
合
と
異
な
り
、
債
務
者
に
出
揖
費
用
リ
ス
ク
等
の
リ

ス
ク
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
法
律
の
規
定
も
存
在
し
な
い
。

そ
れ
故
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
よ
っ
て
債
務
者
に
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を

負
担
さ
せ
る
こ
と
が
、
な
ぜ
正
当
化
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
見
解
が
契
約
当

事
者
の
黙
示
の
意
思
表
示
に
根
拠
を
求
め
る
場
合
は
別
と
し
て
、
そ
う
で

な
い
場
合
に
は
こ
れ
ら
の
見
解
が
五
三
四
条
の
解
釈
論
と
し
て
提
案
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
を
無
視
す
る
こ
と
に
も
成

り
か
ね
ず
、
同
条
の
解
釈
論
と
し
て
成
り
立
ち
う
る
の
か
ど
う
か
が
問
題

(
お
)

と
な
る
。
立
法
論
で
は
な
く
、
解
釈
論
と
し
て
こ
れ
ら
の
見
解
が
提
唱
さ

れ
て
い
る
と
き
に
、
そ
う
い
っ
た
解
釈
が
許
さ
れ
る
か
疑
問
が
残
る
。
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五

結

語

具
体
的
な
解
釈
に
関
し
て
は
、
今
だ
模
索
中
で
あ
る
た
め
に
、
本
稿
で

は
危
険
負
担
に
関
す
る
学
説
・
判
例
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
そ
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れ
を
も
と
に
し
て
今
後
解
釈
を
展
開
す
べ
き
方
向
性
を
示
し
た
に
と
ど
ま

っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
方
向
性
の
指
摘
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、

今
後
は
、
一
般
的
に
債
権
者
主
義
が
妥
当
で
あ
る
か
、
ま
た
は
債
務
者
主

義
が
妥
当
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
の
立
て
方
を
す
る
の
で
は
な
く
、
個
別

(
却
)

具
体
的
な
事
案
ご
と
の
検
討
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
解

釈
論
と
し
て
な
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
法
律
の
規
定
を
'
無
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
考
え
ら
れ
る
方
向
性
は
、
法
律
の
規
定
の

個
々
の
要
件
及
び
契
約
の
内
容
(
当
事
者
意
思
)
を
個
別
具
体
的
な
事
実

関
係
に
応
じ
て
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
取
引
主
体
、
取
引

物
な
ど
の
諸
事
実
を
考
慮
に
入
れ
た
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。
よ
り
具
体

的
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
債
務
者
に
要

求
さ
れ
る
注
意
義
務
の
程
度
が
高
く
な
れ
ば
(
た
と
え
ば
、
商
人
の
場
合
)
、

そ
の
分
だ
け
債
務
者
の
「
帰
責
事
由
」
は
認
め
ら
れ
や
す
く
な
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
五
三
四
条
の
適
用
を
制
限
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
「
特
定
」
概
念
を
厳
格
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
同
条

の
適
用
を
制
限
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
労
務
契
約
に

お
け
る
労
務
者
の
出
掲
費
用
ま
た
は
報
酬
の
問
題
に
関
し
て
も
、
契
約
(
当

事
者
意
思
)
の
解
釈
あ
る
い
は
法
律
の
要
件
の
個
別
具
体
的
な
事
実
関
係

に
応
じ
た
解
釈
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

(
鈎
)

か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
給
付
困
難
リ
ス
ク
に
関
し
て
も
、
「
不
能
」
概
念
(
五

三
六
条
一
項
)
の
解
釈
に
よ
っ
て
債
務
者
を
義
務
か
ら
解
放
す
る
と
い
う

方
向
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
今
後

の
課
題
と
し
て
、
我
々
が
ま
ず
な
す
べ
き
こ
と
は
、
一
般
的
・
抽
象
的
に

危
険
負
担
規
定
の
合
理
性
の
問
題
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
法
律
の
規
定

の
個
別
的
な
要
件
及
び
契
約
(
当
事
者
意
思
)
の
解
釈
を
通
し
て
、
危
険

(
幻
)

負
担
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

北法48(6・254)1560

注(
1
)
こ
の
点
に
関
す
る
詳
し
い
説
明
は
第
二
章
第
二
節
を
参
照
。
な
お
、

危
険
負
担
の
問
題
点
を
考
え
る
上
で
リ
ス
ク
負
担
の
問
題
を
考
慮

す
る
こ
と
の
妥
当
性
に
関
し
て
は
、
第
五
章
注

(
M
)
を
参
照
。

(
2
)
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
契
約
当
事
者
の
給
付
内
容
(
物
・
労
務

給
付
及
び
金
銭
給
付
)
に
着
目
し
て
の
経
済
的
な
観
点
か
ら
リ
ス

ク
の
不
均
衡
の
問
題
に
関
し
て
は
触
れ
な
か
っ
た
(
こ
の
点
に
関

し
て
は
、
第
二
章
第
二
節
二
参
照
)
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
第

二
章
注
(
ロ
)
で
も
述
べ
た
よ
う
に
コ
ラ
l
自
身
が
具
体
的
に
い

か
な
る
点
に
お
い
て
リ
ス
ク
が
均
等
で
な
い
の
か
を
明
示
し
て
い

な
い
の
で
不
明
な
点
が
残
る
が
、
こ
こ
で
、
コ
ラ
1
の
こ
の
見
解

を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
を

わ
が
国
に
お
け
る
理
論
を
も
と
に
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
ま
ず

第
一
に
、
貨
幣
の
生
成
史
及
び
機
能
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
(
貨
幣
の
生
成
史
及
び
機
能
に
関
し
て
詳
し
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く
は
、
小
林
威
雄
『
貨
幣
の
基
礎
理
論
』
〔
青
林
書
院
、
昭
和
五
二

年
〕
一
一
一
一
頁
以
下
、
山
中
隆
次
他
編
『
マ
ル
ク
ス
資
本
論
入
門
』

〔
有
斐
閣
、
平
成
三
年
〕
五
八
頁
以
下
を
参
照
。
)
。
貨
幣
は
、
交

換
に
お
い
て
物
に
よ
る
交
換
よ
り
も
貨
幣
に
よ
る
交
換
の
方
が
、

リ
ス
ク
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
生
成
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ

う
に
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
通
常
、
金
銭
給
付
と
物
給
付

と
で
は
リ
ス
ク
が
異
な
り
、
ま
た
、
金
銭
給
付
の
方
が
、
リ
ス
ク

が
少
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
(
た
と
え
ば
、
調
達
・
保
管
の

容
易
さ
、
滅
失
・
腐
敗
の
可
能
性
の
低
さ
、
他
へ
の
投
入
の
可
能

性
の
高
さ
)
o

第
二
に
、
特
約
の
あ
る
場
合
を
除
き
、
物
・
行
為
給

付
の
債
務
者
は
事
実
上
の
先
履
行
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
と
同
じ

状
態
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

物
給
付
に
お
い
て
は
履
行
期
以
前
に
給
付
目
的
物
を
調
達
・
保
管

す
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
金
銭
給
付
に
関
し
て
も

当
て
は
ま
る
が
、
貨
幣
の
機
能
か
ら
金
銭
の
方
が
、
通
常
、
調
達
・

保
管
が
容
易
で
あ
る
。
ま
た
、
行
為
給
付
に
つ
い
て
は
債
務
者
は

給
付
後
で
な
け
れ
ば
報
酬
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
(
六
二

四
条
・
六
三
三
条
。
な
お
、
賃
貸
借
契
約
に
関
し
て
、
六
一
四
条

を
参
照
)
。
そ
れ
故
、
債
務
者
の
給
付
後
ま
た
は
準
備
後
に
債
権
者

に
資
力
が
な
い
と
き
は
、
債
務
者
は
債
権
者
の
無
資
力
を
負
担
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
物
・
行
為
給
付
者
の

方
が
金
銭
給
付
者
よ
り
も
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い

と
一
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
以
上
の
考
察
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
の

で
(
行
為
給
付
に
お
け
る
報
酬
の
後
払
い
に
関
し
て
、
ド
民
六
一

四
条
・
六
四
一
条
一
項
を
参
照
。
な
お
、
使
用
賃
貸
借
契
約
に
関

し
て
、
五
五
一
条
参
照
。
て
こ
の
よ
う
な
考
察
に
よ
っ
て
先
に
指

摘
し
た
コ
ラ
l
の
見
解
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
(
も
っ
と
も
、
第
二
の
考
え
は
、
経
済
的
な
考
察
と

い
う
よ
り
も
、
法
的
な
考
察
で
あ
る
の
で
、
コ
ラ
!
の
見
解
の
正

当
化
根
拠
の
可
能
性
と
し
て
は
、
第
一
の
考
え
の
可
能
性
の
方
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
)
。

(
3
)
林
良
コ
一
編
『
注
解
判
例
民
法
債
権
法
I
』
(
青
林
書
院
、
昭
和
六

二
年
)
四
一
八
頁
(
今
西
康
人
執
筆
)
、
広
中
俊
雄
『
債
権
各
論
講

義
(
第
六
版
)
』
(
有
斐
閣
、
平
成
五
年
)
一
九
頁
、
水
本
浩
『
債

権
各
論
(
民
法
セ
ミ
ナ
ー
5
)
』
(
一
粒
社
、
昭
和
五
四
年
)
三

O
頁、

山
本
進
一
『
契
約
法
大
系
I
(契
約
総
論
)
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
五

一
年
)
二
五
七
頁
。

(
4
)
も
っ
と
も
、
学
説
が
、
両
債
務
の
対
価
的
牽
連
関
係
に
よ
る
債

務
の
消
滅
に
よ
っ
て
契
約
当
事
者
が
均
等
に
リ
ス
ク
も
負
担
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

(
5
)
詳
し
く
は
、
第
一
章
第
三
節
三
、
四
を
参
照
。
も
っ
と
も
、
こ

れ
ら
の
試
み
は
債
務
者
主
義
そ
の
も
の
の
問
題
点
か
ら
で
は
な
く
、

物
給
付
に
対
す
る
行
為
給
付
の
特
殊
性
か
ら
(
小
野
秀
誠
『
危
険

負
担
の
研
究
』
〔
日
本
評
論
社
、
平
成
七
年
〕
一
二
六
頁
て
あ
る

い
は
請
負
契
約
の
特
殊
性
か
ら
(
笠
井
修
「
請
負
契
約
と
危
険
領

北法48(6・255)1561
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域
の
確
定
」
『
成
城
法
学
』
五
一
巻
一
号
〔
平
成
八
年
〕
七
八
頁
)

な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
こ
れ
ら
の
見
解
が

債
務
者
主
義
そ
れ
自
体
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
提
唱
さ
れ

て
い
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

(
6
)
法
典
調
査
会
『
民
法
議
事
速
記
録
九
』
(
第
七
三
回
|
第
八
一
回
)

(
法
務
図
書
館
、
昭
和
五
六
年
)
二
二
九
頁
。

(7)
法
典
調
査
会
・
前
掲
書
(
注
6
)
一一一一一一一一貝。

(8)
法
典
調
査
会
・
前
掲
書
(
注
6
)
一
一
一
一
一
一
一
二
三
三
頁
。

(
9
)
法
典
調
査
会
・
前
掲
書
(
注
6
)
二
三
三
二
三
四
頁
。

(
叩
)
法
典
調
査
会
・
前
掲
書
(
注
6
)
二
三
五
真
。

(
日
)
コ
ラ
l
の
リ
ス
ク
分
配
基
準
に
よ
っ
て
も
、
通
常
、
債
務
者
主

義
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
と
同
様
の
結
論
と
な
る
(
詳
し
く
は
、
第

五
章
第
一
節
参
照
)
。

(
ロ
)
同
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
我
妻
栄
吋
契
約
各
論

(
中
)
(
二
)
』
(
岩
波
書
応
、
昭
和
五
四
年
)
六
一
二

O
頁
が
あ
る
。

(
日
)
本
稿
と
同
様
に
債
務
者
主
義
そ
れ
自
体
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
、

債
務
者
主
義
と
は
別
の
評
価
に
よ
る
処
理
を
試
み
る
も
の
と
し
て
、

近
藤
英
吉
「
所
謂
『
危
険
負
担
』
に
関
す
る
疑
問
|
義
妓
の
前
借

金
返
還
の
要
否
l
」
『
論
叢
』
一
七
巻
五
号
(
昭
和
二
年
)
八

O
二・

八一

O

八
一
二
頁
、
多
治
川
卓
朗
「
代
償
請
求
権
と
売
買
契
約

に
お
け
る
危
険
負
担
|
売
買
契
約
の
履
行
過
程
に
お
け
る
目
的
物

の
滅
失
と
そ
の
事
後
処
理
に
つ
い
て
|
」
『
熊
法
』
八
九
号
(
平

成
九
年
)
一
一
一
七
l

一
二
八
頁
が
あ
る
。

(
H
)
潮
見
佳
男
『
債
権
総
論
』
(
信
山
社
、
平
成
四
年
)
五
六
頁
、
半

国
士
口
信
「
売
買
契
約
に
お
け
る
危
険
負
担
」
奥
田
昌
道
(
編
)
『
林

良
三
還
暦
記
念
・
現
代
私
法
学
の
課
題
と
展
望
(
下
)
』
(
有
斐
閣
、

昭
和
五
七
年
)
一
一
一
一
一
頁
以
下
。

(
日
)
こ
の
理
由
づ
け
と
し
て
、
売
主
が
目
的
物
の
引
渡
ま
で
果
実
収

取
権
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
(
五
七
五
条
一
項
)
。

し
か
し
、
こ
の
売
主
の
果
実
収
取
権
が
売
主
に
出
掲
費
用
等
の
リ

ス
ク
を
負
担
さ
せ
る
の
に
十
分
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
目
的
物
が

必
ず
し
も
果
実
を
生
ず
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
こ
の
よ
う
な
理
由

づ
け
が
妥
当
で
あ
る
か
は
な
お
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

(
日
)
小
野
・
前
掲
書
(
注
5
)

一
二
六
頁
以
下
参
照
。
さ
ら
に
、
こ

の
点
に
関
し
て
は
、
従
来
、
受
領
不
能
と
履
行
不
能
の
い
ず
れ
に

な
る
か
で
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
(
第
一
章
第
三
節
三
参
照
)
。

(
げ
)
星
野
英
一
『
民
法
概
論
皿
』
(
良
書
普
及
会
、
昭
和
六
三
年
)
一

七
頁
。

(
お
)
小
島
康
裕
『
市
場
経
済
の
企
業
法
自
由
主
義
経
済
法
の
国
際

展
開
の
理
論
と
実
践
』
(
成
文
堂
、
平
成
六
年
)
一
一
一
ニ
頁
は
、

「
危
険
負
担
は
、
モ
ノ
の
供
給
者
と
カ
、
不
の
供
給
者
の
ど
ち
ら
に

危
険
を
負
担
さ
せ
る
の
が
適
切
か
、
と
い
う
問
題
に
帰
す
る
」
と

述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
給
付
と
金
銭
給
付
と
を
直
接
比
較
し

て
危
険
負
担
の
問
題
を
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
解

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
従
来
、
四
一
九
条
二
項
と
関
連
し
て
金
銭
債

権
の
特
殊
性
が
言
わ
れ
て
い
る
(
於
保
不
二
雄
『
債
権
総
論
〔
新
版
〕
』

北法48(6・256)1562
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〔
有
斐
閣
、
昭
和
五
九
年
〕
四
四
頁
、
能
見
善
久
「
金
銭
債
務
の

不
履
行
に
つ
い
て
」
加
藤
一
郎
編
『
民
法
学
の
歴
史
と
課
題
』
〔
東

京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
七
年
〕
一
九
一
以
下
、
我
妻
栄
『
新
訂

債
権
総
論
』
〔
岩
波
書
庖
、
平
成
三
年
〕
三
五
頁
等
を
参
照
。
ま
た
、

金
銭
債
権
一
般
に
関
す
る
最
近
の
研
究
と
し
て
、
吉
岡
幹
夫
可
金

銭
債
権
の
基
本
構
造
』
〔
法
律
文
化
社
、
平
成
九
年
〕
が
あ
る
。
)
0

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
性
が
危
険
負
担

に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
か
と
い
う
点
に
関
し
て
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
印
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
第
二
章
第
二
節
二
・
コ
一
、
及
び
本
章
第

一
節
二
・
注

(
2
)
を
参
照
。

(
却
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
第
三
章
第
二
節
二
「
誤
っ
た
表
象
の
『
共

通
性
』
に
よ
る
リ
ス
ク
分
配
」
に
対
す
る
コ
ラ
1
の
批
判
を
参
照
。

な
お
、
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
債
務
者
の
側
か
ら
み
る
と
、

債
権
者
主
義
の
方
が
債
務
者
の
意
思
に
適
う
と
い
う
こ
と
も
可
能

で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
幻
)
こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
債
務
者
主
義
以
外
の
解
決
方
法
が

な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
本
章
注
(
日
)

を
参
照
。

(
包
)
最
近
の
論
稿
に
お
い
て
牽
連
関
係
に
関
し
て
論
じ
る
も
の
と
し

て
、
小
野
・
前
掲
書
(
注
5
)

一ムハ
i
一
一
八
頁
が
あ
る
。

(
お
)
我
妻
栄
司
債
権
各
論
上
巻
』
(
岩
波
書
応
、
昭
和
三
七
年
)
八
二

頁
参
照
。
こ
れ
に
反
対
す
る
見
解
と
し
て
、
近
藤
・
前
掲
論
文
・

注
(
日
)
八

O
四
頁
が
あ
る
。

(
剖
)
石
坂
音
四
郎
「
日
本
民
法
債
権
編
第
六
巻
』

正
五
年
)
二

O
九
三
一
頁
参
照
。

(
お
)
星
野
英
一
『
民
法
概
論
W
(契
約
)
』
(
良
書
普
及
会
、
昭
和
六

一
年
)
五
三
頁
、
山
本
・
前
掲
書
(
注
3
)
二
五
二
頁
参
照
。
こ

こ
で
、
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
梅
博
士
の
見
解
で
あ
る
。
従
来
の

研
究
に
よ
れ
ば
、
起
草
者
は
債
権
者
主
義
の
理
由
づ
け
と
し
て
利

益
説
を
と
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
き
た
(
鳩
山
秀
夫
『
日
本
債
権

法
各
論
上
巻
』
〔
岩
波
書
庖
、
昭
和
一
一
年
〕
一
四
O
l
一
四
一
頁

参
照
)
。
し
か
し
、
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
第
三
巻
債
権
編
』
(
有

斐
閣
書
房
、
明
治
三
三
年
)
四
一
二

O
頁
は
、
「
繁
務
契
約
一
一
於
テ
ハ

同
時
ニ
隻
方
ニ
義
務
ヲ
生
ス
ル
ト
難
モ
其
義
務
カ
一
旦
生
シ
タ
ル

以
上
各
々
濁
立
ノ
存
在
ヲ
有
シ
必
ス
シ
モ
相
牽
連
ス
ル
モ
ノ
ニ
非

サ
ル
コ
ト
ハ
既
ニ
第
五
百
三
十
四
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
テ
明
ラ
カ
ナ

リ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
梅
博
士
は
双
務
契
約
に
お
け
る

両
債
務
の
独
立
(
債
務
独
立
説
)
を
す
で
に
前
提
と
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
解
さ
れ
る
。

(
お
)
同
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
多
治
川
・
前
掲
論
文

(
注
目
)
一
四
二
頁
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
危
険
負
担
の
問
題
を
一

般
的
に
で
は
な
く
、
具
体
的
な
事
案
に
応
じ
て
考
え
る

t
で
、
興

味
深
い
見
解
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
l
ベ
ル
(
町
口
氏
河
ち
巳
)

は
、
ロ

I
マ
法
に
お
い
て
も
、
ニ
疋
の
物
(
た
と
え
ば
、
奴
隷
)

に
関
し
て
の
み
買
主
危
険
負
担
主
義
が
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指

(
有
斐
閣
書
房
、
大
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摘
す
る
(
周
回
『
巾
]
‘

u
z
-
N
m
n
z
z
g
巧
R
E
E己
H
P
E山戸〔切内『]】口

=・「巾』同
M
N

国間・]戸市
wω
め〕・

ωω
。。一己
2
J
R
(
U

巾同白
iF
『
門
「
担
問
己
口
問
ず
巾
同
居
間
白
口
問
3
.

N

2
昨日円}】ユコ己何回∞白〈戸間口一可
'ω
江町ロロ
m
-
H
N
O
包

〉

U
門・品
N

〔]戸市
W
N
]
己・

ω・2ω
・
)
。
ま
た
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
わ
が
国
の
学
説
に
お

い
て
も
債
権
者
主
義
の
適
用
を
一
定
の
範
囲
で
認
め
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
も
あ
る
(
第
一
章
第
二
節
一
参
照
)
。
さ
ら
に
、
ま
だ
検

討
さ
れ
る
べ
き
点
は
多
い
が
、
判
例
に
よ
り
代
償
請
求
権
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
(
最
判
昭
和
四
一
年
一
一
一
月
一
一
三
日
民
集

二
O
巻
一

O
号
一
一
一
一
一
一
頁
)
、
よ
り
債
権
者
主
義
の
適
用
を
肯
定

す
る
余
地
も
広
が
っ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
(
同
趣
旨
の
可
能
性
を

指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
潮
見
・
前
掲
書
〔
注
H
〕
五
九
頁
、
前

回
遠
明
『
口
述
債
権
総
論
〔
第
二
版
〕
』
〔
成
文
堂
、
平
成
二
年
〕

二
二

O
頁
が
あ
る
。
)
。

(
幻
)
こ
こ
で
債
務
者
主
義
に
お
け
る
起
草
者
(
特
に
、
梅
博
士
)
の

債
務
者
に
出
揖
費
用
リ
ス
ク
を
負
担
さ
せ
る
根
拠
が
そ
の
ま
ま
当

て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
起
草
者
は
、
債
務
者
主
義
に
お
い
て
は
、

債
務
者
は
、
目
的
物
が
特
定
す
る
以
前
は
、
そ
の
目
的
物
を
他
に

処
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
実
際
に
そ
の
物
が
当
該
債
権
者

に
給
付
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
き
に
、
そ
の
目
的
物
の
滅
失
の

リ
ス
ク
を
当
該
債
権
者
に
負
担
さ
せ
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
い

う
理
由
か
ら
、
債
務
者
に
出
摘
費
用
リ
ス
ク
を
負
担
さ
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
特
定
物
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
給
付

目
的
物
は
確
定
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
は
債
務
者
主
義
に
お
け

る
理
由
づ
け
を
た
だ
ち
に
こ
こ
で
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
債
務
者
の
リ
ス
ク
負
担
を
正
当
化
す
る
新

た
な
根
拠
を
探
求
す
る
必
要
が
生
ず
る
。

(
お
)
同
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
船
越
隆
司
「
買
主
の

危
険
負
担
法
理
に
対
す
る
考
察
と
再
構
成
(
一
)
」
『
判
時
』
一

O

五
O
号
(
昭
和
五
七
年
)
一
二
一
貝
、
水
本
・
前
掲
書
(
注
3
)
一一一六

|
三
七
頁
参
照
。

(
却
)
と
こ
ろ
で
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
指
摘
し
て
お
く
と
、
本
稿
で
は
、

契
約
当
事
者
間
の
リ
ス
ク
負
担
の
不
均
衡
と
い
う
こ
と
を
重
視
し

て
述
べ
た
が
、
筆
者
も
コ
ラ
l
も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は

必
ず
し
も
「
契
約
当
事
者
が
リ
ス
ク
を
均
等
に
負
担
す
る
よ
う
な

解
決
方
法
が
探
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
主
張
す

る
も
の
で
は
な
い
。
契
約
当
事
者
間
の
リ
ス
ク
負
担
の
不
均
衡
と

い
う
指
摘
は
、
債
務
者
主
義
が
必
ず
し
も
公
平
で
妥
当
な
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
論
拠
の

ひ
と
つ
と
し
て
持
ち
出
し
た
も
の
で
あ
り
(
こ
の
指
摘
は
、
特
に
、

五
三
四
条
の
適
用
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
見
解
の
問
題
点
を
明
確

に
す
る
点
で
最
も
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
)
、
こ
の
問
題
を

今
後
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
諜
題
は
あ
る
が
、

本
稿
は
こ
の
不
均
衡
を
是
正
し
、
契
約
当
事
者
が
リ
ス
ク
を
均
等

に
負
担
す
る
よ
う
な
解
決
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(
初
)
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
五
三
六
条
の
事
案
に
お
い
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て
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
給
付
目
的
物
は
ま
だ
確
定
し
て

お
ら
ず
、
当
該
債
権
者
に
そ
の
物
が
給
付
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い

の
で
、
必
ず
し
も
一
般
的
に
債
務
者
に
出
揖
費
用
の
償
還
を
認
め

る
こ
と
あ
る
い
は
出
揖
費
用
の
償
還
を
認
め
る
と
し
て
も
、
出
掲

費
用
の
中
に
は
債
務
者
が
自
ら
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用

も
含
ま
れ
る
の
で
、
必
ず
し
も
出
指
費
用
全
額
の
償
還
を
認
め
る

こ
と
が
妥
当
な
結
論
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

顧
慮
し
て
解
釈
を
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
五
三
六
条
二
項
の
帰
責
事
由
を
緩
和
し
て
解
釈
し

よ
う
と
す
る
見
解
も
(
第
五
章
第
二
節
)
こ
の
よ
う
な
報
酬
請
求

の
問
題
に
対
処
す
る
考
え
方
に
属
す
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
次
の
点
で
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

五
三
六
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
は
割
合
的
な
報
酬
請
求
権
で

は
な
く
、
全
額
の
報
酬
請
求
権
を
有
す
る
(
最
判
昭
和
五
二
年
二

月
二
三
日
民
集
一
一
一
-
巻
一
号
七
九
頁
)
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
解
決

が
常
に
妥
当
な
結
論
で
あ
る
か
は
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
こ
の
問

題
に
対
処
す
る
た
め
に
厳
密
な
意
味
で
帰
責
事
由
が
あ
る
と
き
は

全
額
報
酬
、
そ
う
で
な
い
と
き
は
、
割
合
的
報
酬
を
請
求
で
き
る

と
す
る
見
解
が
あ
る
(
第
五
章
注
〔
担
〕
参
照
)

0

た
だ
、
こ
の
見

解
は
、
割
合
的
報
酬
請
求
を
認
め
る
根
拠
が
五
三
一
六
条
二
項
か
ら

導
き
う
る
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
疑
問
が
残
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
す
る
と
、
解
釈
論
に
よ
っ
て
労
務
者
の

割
合
的
報
酬
請
求
権
の
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

あ
り
、
判
例
が
信
義
則
を
根
拠
と
し
て
請
負
人
に
割
合
的
な
報
酬

請
求
権
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
あ
な
、
が
ち
不
当
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

い
か
な
る
場
合
に
信
義
則
に
よ
る
割
合
的
報
酬
が
認
め
ら
れ
る
か

が
不
明
確
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
問
題

を
解
決
す
る
も
の
と
し
て
ま
だ
検
討
さ
れ
る
べ
き
点
は
あ
る
が
、

コ
ラ
l
の
リ
ス
ク
分
配
基
準
は
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
た
と
え
ば
、
注
文
者
が
抽
象
的
支
配
可
能
性
あ
る
い
は
吸
収

可
能
性
を
有
す
る
と
き
に
、
信
義
則
上
、
請
負
人
に
割
合
的
報
酬

を
認
め
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
(
も

っ
と
も
、
コ
ラ
l
自
身
は
割
合
的
報
酬
を
認
め
る
こ
と
に
必
ず
し

も
賛
成
し
て
い
な
い
。
第
五
章
第
一
節
二
(
三
)
(
ア
)
を
参
照
。
)
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
れ
ば
、
実
質
的
に
公
平
な
解
決
を

め
ざ
す
リ
ス
ク
分
配
基
準
の
導
入
と
既
成
法
典
の
制
度
と
の
衝
突

も
避
け
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

(
訂
)
ド
イ
ツ
に
お
い
て
同
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
第

三
章
第
二
節
四
(
二
)
に
あ
げ
た
文
献
の
ほ
か
、
室
内

ι
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・

4
a
-
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M
W
E印
]
m
m
E口
問

ロ

ロ

己
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印

円

}
H
M
W
P印
間
「
己
口
《
出
血
岡
町

J

E
・

司

巾
mw
片
印
円
宮
コ
同
仲

間
口
『
当
巾

3
2
2
z呂
町

N

ロ
ヨ
叶
。
目
。
S
R
E同
開
a

(

問
。

-
P
E叶∞)・

2
8ふ
ωω

が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
法
律
の
解
釈
を
越
え

て
な
お
公
平
な
リ
ス
ク
分
配
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
事
案
が
生

ず
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
し
、
本
稿
も
そ
れ
を
否
定
す
る
趣
旨

で
は
な
い
。
し
か
し
、
第
五
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
危
険
負
担
に
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関
す
る
学
説
・
判
例
か
ら
は
、
現
行
法
の
規
定
と
異
な
る
危
険
負

担
が
一
般
的
に
な
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
本
稿
は
危
険
負
担
の
問
題
を
現
行
法
の
解
釈
論
と

し
て
ど
う
解
決
し
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
方
向
性
を
探
る
こ
と
を

考
察
の
対
象
と
す
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
論
を
越
え
て
な
お

公
平
な
リ
ス
ク
分
配
の
な
さ
れ
る
べ
き
事
案
の
解
決
に
関
し
て
は
、

本
稿
に
お
い
て
は
触
れ
な
い
。
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